
宿毛市ホームページ・市役所玄
関・宿毛商工会議所で確認でき
ます。引換期限は11月13日（金）
までです。

宿毛商工会議所　蕁63－3123

矢倉の周りを駆ける牛鬼をみこしが追いかける「お練り」。鵜来島で6年ぶりの
秋祭りが行われました。鵜来島出身者以外も参加し、約400人もの参加者で
にぎわいました。

人のうごき
（27．10．1現在）

世帯数�10,228� 4
人　口�21,646� －11
 （男）� 10,171� 1
 （女）� 11,475� －12

9 月 中 の
異動状況

出生�13
死亡�16
転入�38
転出�46

前月比今月の主な内容
●議会だより

●避難行動要支援者名簿の
　作成について

●通知カードの発送について

・・・・・・・・・・・10～19

・・・・・・・・・・・・・21

・・28
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②

※
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
を
さ
れ
た

方
に
は
、
確
認
の
メ
ー
ル
を
送

信
し
ま
す
。

申
込
締
切
　

１１
月

２７
日

（金）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

 
生
涯
学
習
課

 （
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
内
）

 
蕁
６
３
―

３
３
９
４

 
薨
６
３
―

２
６
１
８

　
✉gakusyuu@

city.sukum
o.

　
　kochi.jp

保
育
所
等
新
入
園
児
の
受
け

付
け
を
始
め
ま
す

　
平
成

２８
年
４
月
か
ら
の
入
園
を

希
望
す
る
方
は
、
申
込
期
間
中
に

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
配
布

　
１１
月

２０
日

（金）
〜

申
込
期
間

　
１２
月
１
日

（火）
〜

１２
月

２５
日

（金）

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

申
込
場
所

福
祉
事
務
所
ま
た
は
希
望
す
る

保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園

提
出
書
類

支
給
認
定
（
現
況
）
申
請
書
ほ
か

（
児
童
１
人
に
つ
き
１
枚
必
要
で

す
。
福
祉
事
務
所
ま
た
は
保
育

園
、
認
定
こ
ど
も
園
に
あ
り
ま

す
。
）

保
育
園
に
入
園
で
き
る
基
準

宿
毛
市
内
に
住
所
を
有
し
、
保

護
者
が
就
労
、
疾
病
、
障
害
、

求
職
活
動
な
ど
の
理
由
に
よ
り

児
童
を
保
育
で
き
な
い
と
認
め

ら
れ
た
場
合
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
事
務
所
保
育
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
４

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ

い
て

　
本
年

１０
月
１
日
付
け
で
、
次
の

方
が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

乾
　
均
　
氏
（
新
任
）

　
乾
均
氏
は
、
平
成

２７
年
９
月

３０

日
付
け
に
て
退
任
さ
れ
た
橋
本
育

子
氏
の
後
任
と
し
て
、
西
地
区
の

担
当
と
な
り
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
家
庭
、
各

職
場
、
地
域
社
会
の
中
で
「
こ
れ

は
人
権
侵
害
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

と
悩
ん
で
い
る
方
た
ち
の
相
談
相

手
と
な
り
、
法
務
局
と
の
連
携
の

も
と
適
切
な
処
置
を
取
る
と
と
も

に
、
常
に
人
権
思
想
の
普
及
高
揚

に
努
め
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
お

り
、
宿
毛
市
で
７
名
の
委
員
が
委

嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
知
地
方
法
務
局
四
万

十
支
局
（
四
万
十
市
右
山
五
月
町

３
―

１２
　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１
６

０
０
・
月
〜
金
曜
日
８
時

３０
分
〜

１７
時
）
で
は
、
い
つ
で
も
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固
く
守

り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
人
権
推
進
課
　

　
蕁
６
２
―

０
２
２
５

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

　
高
知
県
労
働
局
で
は
、
県
内
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
高

知
県
最
低
賃
金
」
を
改
正
し
、

１０

月
１８
日
に
施
行
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　
こ
の
決
定
に
よ
り
、

１０
月

１８
日

以
降
分
と
し
て
労
働
者
に
支
払
う

賃
金
は
、
１
時
間
６
９
３
円
以
上

と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
労
働
局
賃
金
室

　
蕁
０
８
８
―

８
８
５
―

６
０
２
４

　
四
万
十
労
働
基
準
監
督
署

　
蕁
０
８
８
０
―

３
５
―

３
１
４
８

今
月
の
1
日
行
政
相
談
所

日
　
時

　
１１
月

１０
日

（火）
　

１３
時
〜

１５
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
会
議
室
３

宿
毛
市
行
政
相
談
委
員

　
三
本
義
男

　
蕁
６
３
―

１
８
０
０

　
山
岡
ま
ゆ
み

　
蕁
６
３
―

１
４
６
８

※
相
談
は
各
委
員
の
自
宅
や
電
話

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課

　
蕁
６
３
―

０
９
４
８

宿
毛
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
を
ご
購
入
の
皆
さ
ん
へ

　　
宿
毛
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

の
利
用
期
間
は
平
成

２７
年

１２
月

３１

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
商
品

券
を
お
持
ち
の
方
は
必
ず
有
効
期

限
内
に
ご
使
用
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
商
品
券
の
払
い
戻
し
は

い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
商
工
会
議
所

　
蕁
６
３
―

３
１
２
３

成
人
式
の
ご
案
内

　
平
成

２８
年
成
人
式
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

開
催
日
　
平
成

２８
年
１
月
３
日

（日）

受
　
付
　

１２
時

３０
分
〜

１３
時

２０
分

式
　
典
　

１３
時

３０
分
〜

記
念
撮
影
　

１４
時
〜

交
流
会
　

１５
時
〜

１６
時

場
　
所
　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

該
当
者

平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
で
、
宿
毛
市
に
住
民
票
の

あ
る
方
、
ま
た
は
父
母
（
保
護
者
）

の
住
所
が
宿
毛
市
に
あ
る
方

申
込
方
法

・
平
成

２７
年

１０
月

１９
日
現
在
、
宿

毛
市
に
住
民
票
の
あ
る
方
に
は
、

往
復
は
が
き
で
案
内
状
を
送
付

し
ま
す
。

・
宿
毛
市
に
住
民
票
の
な
い
方
は
、

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。

メ
ー
ル
記
載
内
容

題
名
「
成
人
式
出
席
に
つ
い
て
」

本
人
の
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
・
生

年
月
日
・
性
別
・
保
護
者
の
氏

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
・
住
所
・
電
話

番
号 情

報
コ
ー
ナ
ー

11月

霜  月
November
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平
成

２９
年
３
月

３１
日

採
用
人
数

　
介
護
職
員
　
６
人

　
看
護
職
員
　
１
人

提
出
書
類

履
歴
書
を

１１
月

２０
日

（金）
ま
で
に

千
寿
園
事
務
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

選
考
方
法
　
面
　
接

勤
務
場
所

　
千
寿
園
（
小
筑
紫
町
福
良
）

業
務
内
容

　
介
護
職
員
　
介
護
業
務
に
従
事

　
看
護
職
員
　
看
護
業
務
に
従
事

処
　
遇

・
給
与
月
額

　
介
護
職
員
　
１
４
２
、１
０
０
円

　
看
護
職
員
　
１
８
０
、８
０
０
円

・
各
種
手
当
・
休
暇
等
有
り

・
勤
務
時
間

介
護
職
員
は
夜
勤
含
み
５
交
代
、

看
護
職
員
は
日
勤

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課
人
事
係

　
蕁
６
３
―

０
９
４
８

橋
上
子
ど
も
和
太
鼓
ク
ラ
ブ

１５
周
年
記
念
発
表
会

　
「
小
さ
な
学
校
の
子
ど
も
た
ち
で

も
、
や
れ
ば
で
き
る
」
を
合
言
葉
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く

の
方
に
応
援
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
感
謝
の
意
を
込
め
て
、

１５

周
年
を
記
念
し
て
発
表
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
く

だ
さ
い
。（
入
場
無
料
）

日
　
時

　
１１
月

２２
日

（日）

　
１３
時

３０
分
〜

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
土
田
章
雄

　
蕁
６
３
―

５
７
３
８

第
1
回
幡
多
地
区
ワ
ナ
ゲ
交

流
大
会
参
加
者
募
集

　
性
別
、
年
齢
を
問
わ
ず
、
誰
も

が
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
め
る
ス
ポ

ー
ツ
『
公
式
ワ
ナ
ゲ
』
の
大
会
を

幡
多
地
域
の
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て

開
催
し
ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎
。

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ご

家
族
、
ご
友
人
を
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日

　
１１
月

２１
日

（土）

時
　
間

　
８
時

３０
分
〜
（
受
付
８
時
〜
）

場
　
所

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園
市
民
体

育
館
ア
リ
ー
ナ

全
国
一
斉
の
情
報
伝
達
訓
練

に
つ
い
て

　
地
震
や
大
津
波
、
国
外
か
ら
の

武
力
攻
撃
な
ど
が
発
生
し
た
場
合

に
消
防
庁
か
ら
の
緊
急
情
報
を
瞬

時
に
知
ら
せ
る
「
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
―

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）」
を

活
用
し
た
、
全
国
一
斉
の
緊
急
情

報
伝
達
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
が
鳴

り
ま
す
の
で
、
混
乱
の
な
い
よ
う

ご
注
意
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
実

際
に
災
害
な
ど
が
起
こ
っ
た
こ
と

を
想
定
し
て
、
自
ら
の
取
る
べ
き

行
動
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し

て
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
１１
月

２５
日

（水）
　

１１
時

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
危
機
管
理
課

　
蕁
６
３
―

０
９
５
１

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
千
寿
園

任
期
付
職
員
募
集
に
つ
い
て

募
集
す
る
職
種

・
介
護
士
（
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
優

遇
）

・
看
護
師
（
准
看
以
上
）

採
用
期
間

　
平
成

２８
年
１
月
１
日
〜

指
導
者

　
幡
多
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

参
加
費
　
無
料

持
っ
て
く
る
も
の

　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

申
込
締
切
日

　
１１
月
６
日

（金）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

　
蕁
６
６
―

１
４
６
７

中
村
宿
毛
道
路
（
四
万
十
Ｉ

Ｃ
〜
平
田
Ｉ
Ｃ
）
夜
間
全
面

通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

　
中
村
宿
毛
道
路
を
安
全
・
快
適

に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
、
夜

間
全
面
通
行
止
め
に
よ
り
、
集
中

的
に
維
持
修
繕
工
事
お
よ
び
ト
ン

ネ
ル
非
常
用
設
備
な
ど
の
点
検
を

行
い
ま
す
。

　
通
行
止
め
期
間
中
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　通
行
止
め
期
間

　
１１
月

１６
日

（月）
〜

２０
日

（金）

時
　
間

　
２１
時
〜
翌
朝
６
時

※
悪
天
候
の
場
合
は

１１
月

２４
日

（火）

〜
２７
日

（金）
に
順
延

【
問
い
合
わ
せ
先
】

国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局

中
村
河
川
国
道
事
務
所
道
路
管

理
課

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

７
３
０
１

寄
贈
の
お
礼

　　
宿
毛
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
創
立

５０
周
年
の
記
念
と
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
ベ
ン
チ
８
台
を
ご
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。
宿
毛
市
野
球
場
の
ダ

グ
ア
ウ
ト
お
よ
び
ピ
ッ
チ
ン
グ
練

習
場
に
備
え
付
け
、
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

　
蕁
６
６
―

１
４
６
７

ジ
ェ
イ
 
 

ア

ラ

ー

ト



④

開　催　日�12月13日（日） ※悪天候の場合中止

申込期間�10月1日（木）～11月20日（金）
コ　ー　ス　①観自在寺～延光寺コース（約２８㎞）
　　　　　②社会福祉センター～延光寺コース（１３㎞）
参加資格　健康で完歩できる体力に自信のある方
　　　　　※小学生以下の参加は保護者・引率者の同伴が必要
参　加　費　５００円（完歩証、保険料含む）
　　　　　※大会当日にお支払いください。
　　　　　※未就学児は無料です。
定　　員　両コース１００名（先着順）
　　　　　※定員に達し次第、締め切ります。
申込方法　所定の参加申込書に必要事項を記入の上、宿毛
　　　　　市総合運動公園、または生涯学習課（宿毛文教
　　　　　センター内）に申し込みをしてください。

【問い合わせ先】　宿毛市総合運動公園
　　　　　　　　 蕁６６－１４６７　薨６６－１４６８

遍路道探検隊！
　　自然に触れながら歩こう。
遍路道探検隊！
　　自然に触れながら歩こう。

参加者募集中！

ご冥福をお祈りします

坂ノ下

平田町戸内

澤田　貞子

川田　節子

98

85

お誕生おめでとう

（平成27年9月受付分）

（平成27年9月受付分）

幸町

山奈町山田

松田町

山奈町芳奈

西町1丁目

樺

高砂

西町4丁目

岡闢　賀久

饌田　那生

大奈路龍希

團　　柚羽

小山　　陽

廣畑　勝成

西山　　晴

大西　皐月

康孝

陽介

誠

隼兵

祐司

勝也

耕平

恵子

住　所 氏　名 享 年

住　所 赤ちゃん 保護者

※
本
コ
ー
ナ
ー
は
、家
族
な
ど
か
ら
の
申
し
込
み
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】　
市
民
課
市
民
係
　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

おかざき が　く

はまだ な　お

だん ゆうは

お お な ろ りゅうき

こやま はる

ひろばた しょうせい

にしやま はる

おおにし め　い

す
く
も
健
康
づ
く
り
市
民
公

開
講
座

日
　
時

　
１１
月

１４
日

（土）

　
１４
時
〜

１６
時
（

１３
時

３０
分
開
場
）

場
　
所

　
宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
　
容

●
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
選

択
肢
と
し
て
」

　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
す
く

も
訪
問
看
護
師

　
宮
闢
ゆ
か
り
　
氏

●
特
別
講
演
「
生
き
て
、
生
き
て
、

生
き
抜
く
い
の
ち
」

　
社
会
医
療
研
究
所
所
長

　
岡
田
　
玲
一
郎
　
氏

入
場
料
　
無
料

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

主
　
催

　
大
井
田
病
院

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
大
井
田
病
院
地
域
連
携
相
談
室

　
蕁
６
３
―

２
１
０
１

モ
ラ
ロ
ジ
ー
１
日
セ
ミ
ナ
ー

『
心
新
た
に
生
き
る
』

日
　
時

　
１１
月

１３
日

（金）
・

１４
日

（土）

　
１９
時

３０
分
〜

２１
時

３０
分

場
　
所

　
Ｊ
Ａ
高
知
は
た
宿
毛
支
所

　
２
階
会
議
室

講
　
師

　（
公
財
）
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

　
社
会
教
育
講
師

　
伊
賀
斌
彦
（
奈
良
県
）

　
上
村
卓
三
（
京
都
府
）

参
加
費
　
１
、５
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
「
心
新
た
に
生
き
る
」

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

　
蕁
６
３
―

１
０
３
８

こ
こ
ろ
の
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
1
5

日
　
時

　
１１
月

２９
日

（日）

 
１３
時

３０
分
〜

１６
時

 （
受
付

１３
時
〜
）

場
　
所

ヨ
ン
デ
ン
プ
ラ
ザ
中
村

多
目
的
ホ
ー
ル

●
「
地
域
と
と
も
に
生
き
る
こ
と

〜
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る

地
域
を
つ
く
る
〜
」

 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
砂
浜
美
術
館
事
務
局
長

 
山
本
あ
や
み
　
先
生

●「
助
け
合
い
、
支
え
合
う
地
域
〜

精
神
科
医
療
の
視
点
か
ら
〜
」

　
渡
川
病
院
院
長

　
吉
本
啓
一
郎
　
先
生

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
幡
多
福
祉
保
健
所
健
康
障
害
課

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

５
１
２
４

安
全
運
転
で
お
願
い
し
ま
す

　
こ
の
た
び
、
宿
毛
保
育
園
東
側

の
松
田
川
堤
防
の
歩
道
に
、
高
知

県
幡
多
土
木
事
務
所
宿
毛
事
務
所

が
実
施
し
た
工
事
に
よ
り
手
す
り

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
工
事

に
よ
っ
て
、
登
園
・
降
園
の
際
の

園
児
や
保
護
者
の
安
全
性
が
よ
り

高
ま
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、
今

後
と
も
園
児
が
安
全
に
登
園
・
降

園
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
事
務
所

　
蕁
６
３
―

１
１
１
４
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宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
殺

虫
消
毒
の
た
め
の
臨
時

休
館
の
お
知
ら
せ

　
１１
月
９
日

（月）
は
、
宿
毛
文
教
セ

ン
タ
ー
全
館
の
殺
虫
消
毒
を
行
う

た
め
、
入
館
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
当
日
は
職
員
（
管
理
人
含
む
）

が
不
在
と
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
央
公
民
館

　
蕁
６
３
―

２
６
１
８

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
講
座

　
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
と
は
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
は
異
な
り
、

「
お
は
な
し
」
を
覚
え
て
、
本
を
使

わ
ず
に
語
り
聞
か
せ
る
こ
と
で
す
。

耳
か
ら
入
る
「
お
は
な
し
」
は
次
々

に
展
開
し
て
い
く
面
白
さ
が
あ
り
、

聞
き
手
の
心
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
動

か
し
ま
す
。

　
本
講
座
を
受
講
し
て
、
子
ど
も

た
ち
に
「
お
は
な
し
」
を
語
っ
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
初
め
て
の
方

も
大
歓
迎
で
す
。

日
　
時

　
１２
月
６
日

（日）

　
１３
時

３０
分
〜

１５
時

３０
分

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

　
視
聴
覚
室

講
　
師

　
古
川
佳
代
子
さ
ん

　（
高
知
こ
ど
も
の
図
書
館
館
長
）

参
加
費
　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
坂
本
図
書
館

　
蕁
６
３
―

２
６
５
４

　
薨
６
３
―

０
１
５
５

山
内
資
料
館
の
日

　　
１１
月

２２
日

（日）
〜

２３
日
（
月
・
祝
）

に
「
山
内
資
料
館
の
日
」
と
題
し

て
宿
毛
歴
史
館
と
山
内
資
料
館
の

連
携
講
座
を
行
い
ま
す
。
普
段
は

遠
方
の
た
め
山
内
資
料
館
で
の
講

座
の
参
加
が
難
し
い
と
い
う
方
も
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

１１
月
２２
日

（日）

①
第
2
回
宿
毛
の
歴
史
講
座

「
兼
山
に
学
ぶ
〜
事
績
と
評
価
〜
」

　
２
月

２７
日

（土）
の
全
５
回

　
１０
時

３０
分
〜

１２
時

場
　
所
　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
会
議
室
２

講
　
師
　
山
沖
郁
代
さ
ん

受
講
料
　
無
料

対
象
者
　
小
学
生

定
　
員
　

２０
名

持
っ
て
く
る
も
の

花
ば
さ
み
（
普
通
の
は
さ
み
で
も

可
）
、
筆
記
用
具
、
生
花
を
持
ち

帰
る
た
め
の
ビ
ニ
ー
ル
袋

申
込
締
切

　
１１
月

２４
日

（火）
　

１７
時
ま
で

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と

し
ま
す
。

●
親
子
折
り
紙
教
室

日
　
時
　

１２
月
５
日

（土）

　
　
　
　

１４
時
〜

１６
時

場
　
所
　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
視
聴
覚
室

講
　
師
　
林
　
恵
子
さ
ん

受
講
料
　
無
料

対
象
者
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
　
員
　

１０
組

持
っ
て
く
る
も
の

　
は
さ
み
、
も
の
さ
し
、
え
ん
ぴ
つ

申
込
締
切

　
１１
月

２４
日

（火）
　

１７
時
ま
で

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と

し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
央
公
民
館

　
蕁
６
３
―

２
６
１
８

　
今
を
生
き
る
私
た
ち
は
、
歴
史

か
ら
何
を
学
ぶ
の
で
し
ょ
う
。
江

戸
時
代
初
期
、
土
佐
藩
政
を
果
敢

に
け
ん
引
し
た
野
中
兼
山
の
生
涯

を
振
り
返
り
、
歴
史
に
お
け
る
個

人
の
評
価
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

時
　
間

　
１４
時
〜

１５
時

３０
分

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
２
階

　
会
議
室
１

講
　
師

　
渡
部
　
淳
（
山
内
資
料
館
館
長
）

※
一
般
対
象
／
事
前
申
し
込
み
不

要
／
参
加
費
無
料

※
今
回
の
講
座
は
毎
月
１
回
連

続
５
回
の
宿
毛
の
歴
史
講
座

第
２
回
に
な
り
ま
す
。

②
歴
史
資
料
保
存
相
談
窓
口

　
ご
自
宅
に
眠
る
古
文
書
や
書
籍
、

掛
軸
な
ど
の
美
術
工
芸
品
の
手
入

れ
や
保
存
方
法
に
つ
い
て
の
ご
相

談
に
、
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館

の
学
芸
員
が
お
答
え
し
ま
す
。
　

時
　
間

　
１４
時
〜

１６
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
３
階

　
宿
毛
歴
史
館

相
談
員

　
山
内
資
料
館
学
芸
員

※
一
般
対
象
／
事
前
申
し
込
み
必

要
／
参
加
費
無
料

１１
月
２３
日
（
月
・
祝
）

③
子
ど
も
工
作
教
室
「
和
と
じ
帳

づ
く
り
に
挑
戦
―
自
分
だ
け
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
モ
帳
を
作
っ
て

み
よ
う
！
―
」

　
伝
統
的
な
材
料
を
使
っ
て
、
昔

な
が
ら
の
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
と

じ
た
和
と
じ
帳
を
作
り
ま
す
。

時
　
間

　
１０
時
〜

１２
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
２
階

　
実
習
室

講
　
師

田
井
東
　
浩
平
（
山
内
資
料
館

学
芸
員
）

定
　
員
　

１５
名

※
小
学
生
〜
大
人
対
象
／
事
前
申

し
込
み
必
要
／
参
加
費
６
０
０

円
（
材
料
代
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
歴
史
館

　
蕁
６
３
―

５
４
９
６

子
ど
も
い
け
ば
な
教
室
・
親

子
折
り
紙
教
室
参
加
者
募
集

●
子
ど
も
い
け
ば
な
教
室

日
　
時

　
１１
月

２８
日

（土）
、

１２
月

２６
日

（土）

　
１
月

１６
日

（土）
、
２
月
６
日

（土）



⑥

日
　
　
本
　
　
画

作

品

名

氏
　
　
名

作

品

名

氏
　
　
名

作

品

名

氏
　
　
名

作

品

名

氏
　
　
名

作

品

名

氏
　
　
名

洋
　
　
　
　
　
画

書
　
　
　
　
　
道

写
　
　
　
　
　
真

工
　
　
　
　
　
芸

第
５１
回
　

宿
毛
市
美
術
展
覧
会
部
門
別
受
賞
者

特

選

特

選

ほ
う
状

ほ
う
状

ほ
う
状

新
人
賞

カ

ク

蝶

蘭

貝

が

ら

秋

木
々
の
さ
さ
や
き

荒

地

寿

子

山

本

淳

子

中

山

公

高

山

下

眞

夫

　
漁
　
　
　
話
　

漁
村
の
片
隅
Ⅱ

秋

日
の
山

道

仮

谷

　

薫

田
村
久
美
子

山

戸

修

吉

　
故
　
　
　
人
　

木
の
間
よ
り

　
一
　
　
　
聲
　

山

里

の

会
い
た
き
人
あ
れ
ば

無
鑑
査

特
別
賞

伊
与
田
玉
泉

山

本

皐

月

福

島

虹

雨

松
沢
佐
登
美

大

塚

翠

苑

四
万
十
に
生
き
る

遠

き

古

里

目
指
せ
東
京

伝

統

の

漁

　
想
　
　
　
う
　

祭
り
の
楽
し
み

野

口

　

務

池

　

康

彦

山

本

敏

治

山

本

修

代

清

家

壽

申

堀

岡

真

代

小

栗

幹

夫

春

の

詩

夏
の
日
の
思
い
出

下
元
か
お
る

濱

中

伸

也

宮

本

量

子

柴

岡

恵

子

小
八
木
多
嘉
子

山

崎

隆

子

釉

彩

花

器

「
街
と
山
並
」

組

子

細

工

「
瓢
　

箪
　

紋
」

初

夏
の
小

川

に
ぎ

わ

う

　

釉

流
し

掛
け

傘

立
て
　

　

布

花

と
花

器

「
梅
雨
あ
け
」

す
く
も
俳
句
大
会
の
ご
案
内

　
第

４３
回
す
く
も
俳
句
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
生
涯
学
習
の
一
つ
と

し
て
、
伝
統
文
化
で
あ
る
俳
句
を

通
じ
て
心
豊
か
な
生
活
づ
く
り
、

生
き
が
い
づ
く
り
で
活
動
し
て
い

る
宿
毛
市
内
・
外
の
俳
句
愛
好
者

が
集
合
し
、
情
報
交
換
や
研
修
、

交
流
を
深
め
る
こ
と
も
目
的
と
し

た
大
会
で
す
。

日
　
時
　

１１
月

１５
日

（日）
　

１０
時
〜

場
　
所
　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

主
　
催
　
す
く
も
俳
句
会
　

　
　
　
　
宿
毛
市
教
育
委
員
会

選
　
者

　
講
師
　
た
む
ら
　
ち
せ
い
先
生

投
　
句
　
当
季
雑
詠
５
句

　
　
　
　
（
投
句
締
切

１２
時
）

賞
　
大
会
賞
３
句
　
秀
逸
５
句

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
す
く
も
俳
句
会
　
篠
田
た
け
し

　
蕁
６
３
―

３
０
０
１

坂
本
図
書
館
よ
り
読
書

週
間
行
事
の
ご
案
内

第
６９
回
読
書
週
間

　
１０
月

２７
日

（火）
〜

１１
月
９
日

（月）

標
　
語

　「
い
つ
だ
っ
て
読
書
日
和
」

図
書
館
読
書
ク
イ
ズ

　
図
書
館
内
の
図
書
を
使
っ
て
の

読
書
ク
イ
ズ
。
全
問
正
解
者
に
は
、

抽
選
で
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

期
　
間

　
１０
月

３１
日

（土）
〜

１１
月

２６
日

（木）

対
象
者
　
小
・
中
学
生

図
書
企
画
展
示

「
読
書
で
深
ま
る
『
考
え
る
』
秋
」

　
坂
本
図
書
館
お
薦
め
の
、
読
後

に
思
考
が
深
ま
る
本
を
展
示
し
ま

す
。

・
絵
本
や
小
説

・
哲
学
や
脳
に
関
す
る
本

期
　
間

　
１０
月

３１
日

（土）
〜

１１
月

２６
日

（木）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
坂
本
図
書
館

　
蕁
６
３
―

２
６
５
４

　
薨
６
３
―

０
１
５
５

第
５１
回
宿
毛
市
美
術
展
覧

会
表
彰
式

　
１０
月

１３
日

（火）
、
宿
毛
市
美
術
展

覧
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
画
・
洋
画
・
書
道
・
写
真
・

工
芸
の
５
部
門
に
１
１
０
名
、
１

４
１
点
の
出
品
が
あ
り
、
各
部
門

に
お
い
て
審
査
が
行
わ
れ
、
別
表

の
と
お
り
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
新
た
に
書
道
の

部
で
前
闢
道
子
さ
ん
、
写
真
の
部

で
澤
田
雛
子
さ
ん
が
無
鑑
査
に
な

ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
央
公
民
館

　
蕁
６
３
―

２
６
１
８
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第
１６
回
「
宿
毛
湾
だ
る
ま
夕

日
及
び
宿
毛
の
四
季
」
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　
宿
毛
湾
の
冬
の
風
物
詩
「
だ
る

ま
夕
日
」
や
、
四
季
折
々
の
山
、
川
、

海
、
そ
し
て
沖
の
島
・
鵜
来
島
な

ど
で
撮
影
し
た
宿
毛
市
に
関
す
る

写
真
を
大
募
集
し
ま
す
。

応
募
締
切

　
平
成

２８
年
２
月

１５
日

（月）
必
着

※
応
募
数
は
１
人
５
点
ま
で
で
す
。

賞・
大
賞
１
点

（
賞
品
５
０
、０
０
０
円
の
商
品
券

＋
賞
状
）

・
金
賞
１
点

（
宿
毛
市
内
宿
泊
施
設
お
食
事
券

付
き
ペ
ア
宿
泊
券
＋
賞
状
）

・
銀
賞
１
点

（
宿
毛
市
内
宿
泊
施
設
ペ
ア
宿
泊

券
＋
賞
状
）

・
入
選
３
点
（
賞
品
＋
賞
状
）

・
佳
作
５
点
（
賞
品
＋
賞
状
）

・
宿
毛
市
観
光
Ｐ
Ｒ
写
真
賞

１０
点

　（
賞
品
＋
賞
状
）

・
宿
毛
市
観
光
協
会
会
長
賞
１
点

　
（
賞
品
＋
賞
状
）

審
査
員

　
犬
飼
恵
俊
　
氏

　
（
二
科
会
写
真
部
会
員
）

主
　
催

　（
一
社
）
宿
毛
市
観
光
協
会

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
一
社
）
宿
毛
市
観
光
協
会

　
蕁
６
３
―

０
８
０
１

寒
蘭
の
里

　
と
さ
宿
毛
展
示
大
会

　
宿
毛
市
は
「
日
光
」
や
「
豊
雪
」

な
ど
を
産
出
し
た
全
国
的
に
も
有
名

な
寒
蘭
の
産
地
で
す
。
今
年
も
、
寒

蘭
愛
好
家
が
１
年
間
丹
精
を
込
め
て

育
て
た
寒
蘭
が
全
国
か
ら
出
品
さ
れ

ま
す
。
優
雅
で
気
品
高
く
上
品
な
香

り
の
寒
蘭
を
観
賞
し
に
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自
然
石
の
展

示
と
寒
蘭
の
販
売
も
行
い
ま
す
。

日
　
時

　
１１
月

１４
日

（土）
　

１３
時
〜

１７
時

　
１１
月

１５
日

（日）
　
８
時

３０
分
〜

１５
時

場
　
所

　
宿
毛
市
和
田
体
育
館

主
　
催

寒
蘭
の
里
と
さ
宿
毛
展
示
大
会

実
行
委
員
会

共
　
催

宿
毛
市
、
土
佐
愛
蘭
会
宿
毛
支

部
、
宿
毛
愛
石
玉
水
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
商
工
観
光
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
９

土
佐
愛
蘭
会

　
西
部
地
区
遅
花
展
示
会

　
土
佐
愛
蘭
会
西
部
地
区
の
６
支

部
が
合
同
で
寒
蘭
の
展
示
会
を
開

催
し
ま
す
。
「
払
い
越
の
紅
花
」
な

ど
の
人
気
品
種
も
展
示
さ
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
１１
月

２８
日

（土）
　

１３
時
〜

１７
時

　
１１
月

２９
日

（日）
　
８
時

３０
分
〜

１５
時

場
　
所

　
宿
毛
市
総
合
運
動
公
園
内

　
市
民
体
育
館
武
道
場

主
　
催

土
佐
愛
蘭
会
西
部
地
区
（
宿
毛
・

窪
川
・
北
幡
・
西
土
佐
・
中
村
・

清
水
支
部
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
遅
花
会
事
務
局

　
蕁
６
５
―

８
１
８
７

■
量
子
力
学
で
生
命
の
謎
を
解
く

ジ
ム
・
ア
ル
＝
カ
リ
ー
リ
、

ジ
ョ
ン
ジ
ョ
ー
・
マ
ク
フ
ァ
デ
ン
　
著

Ｓ
Ｂ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

■
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
「
貧
困
」

大
西
連
　
著

ポ
プ
ラ
社

■
ひ
と
り
、
家
で
穏
や
か
に
死
ぬ

方
法

川
越
厚
　
著

主
婦
と
生
活
社

■
滅
び
ゆ
く
日
本
の
方
言

佐
藤
亮
一
　
著

新
日
本
出
版
社

■
昔
の
玩
具
大
図
鑑

〜
時
を
こ
え
て
愛
さ
れ
るお

も
ち
ゃ
〜

井
上
重
義
　
監
修
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

■
ぼ
く
た
ち
に
翼
が
あ
っ
た
こ
ろ

〜
コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
先
生
と

1
0
7
人
の
子
ど
も
た
ち
〜

タ
ミ
・
シ
ェ
ム
＝
ト
ヴ
　
作

樋
口
範
子
　
訳
／
福
音
館
書
店

■
稲
と
日
本
人

甲
斐
信
枝
　
さ
く

佐
藤
洋
一
郎
　
監
修
／
福
音
館
書
店

■
さ
か
な
だ
っ
て
ね
む
る
ん
で
す

伊
藤
勝
敏
　
写
真

嶋
田
泰
子
　
文
／
ポ
プ
ラ
社

　
か
ら
だ
の
色
を
変
え
た
り
、
砂

に
も
ぐ
っ
た
り
、
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ

ク
に
隠
れ
た
り
、
す
き
ま
に
も
ぐ

り
こ
ん
だ
り
…
。
安
心
し
て
眠
る

た
め
に
は
、
作
戦
が
大
事
で
す
。

魚
た
ち
が
ど
こ
で
、
ど
ん
な
風
に

眠
っ
て
い
る
か
を
、
写
真
で
紹
介

し
ま
す
。

■
Ｊ
Ａ
解
体

〜
1
0
0
0
万
組
合
員
の
命
運
〜

飯
田
康
道
　
著

東
洋
経
済
新
報
社

　
安
倍
政
権
が
提
起
し
た
農
協
改

革
や
、
２
０
１
４
年
５
月
〜
２
０

１
５
年
２
月
を
中
心
に
展
開
さ
れ

た
農
協
法
改
正
案
を
め
ぐ
る
議
論

を
振
り
返
り
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が

ど
う
変
わ
る
の
か
、
ど
こ
へ
進
む

の
か
を
考
え
る
。
先
進
的
な
地
域

農
協
の
取
り
組
み
も
紹
介
。

■
岸
辺
の
ヤ
ー
ビ

〜T
a
le

s
 o

f
 M

a
d
g

u
id

e
 W

a
te

r

〜

梨
木
香
歩
　
著

小
沢
さ
か
え
　
画
／
福
音
館
書
店

（
内
容
紹
介
は
、㈱
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
よ
り
）

第１５回　大賞作品　「甌穴の冬」白石信夫
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有料広告

納めた国民年金保
険料は全額が社会
保険料控除の対象
です。

新規開業や、業態・業種の変更を考えて
いる方に、低コストでお試し営業してい
ただくお店です。出店料は月１万円以内！
宣伝活動費負担０円！現在２区画募集中！
すぐに出店していただくことができます。

●原則として小売業を行われる方
●卒業後、天神橋商店街に新規開業
　する意欲のある方
※詳細はお問い合わせください。

出店者募集出店者募集

ちゃれんじshopTJB事務局　ＴＥＬ／ＦＡＸ：0880－35－2019
四万十市中村天神橋54　■ 定休日：水曜　■ 受付時間 10：00～19：00

■ チャレンジショップとは ■ 応募要項

起業をサポート！
　成功の為のノウハウを学べる!!

四万十市役所

四銀

マルナカ
天神橋アーケード

至 古津賀→←至 具同

ちゃれんじshop

Ｃ区画 Ｂ区画 Ａ区画
共有
スペース

入口

日
本
年
金
機
構

幡
多
年
金
事
務
所
に
よ
る

出
張
年
金
相
談

日
　
時

　
１１
月

１７
日

（火）

　
１０
時
〜

１５
時（
昼
休
み
を
除
く
）

場
　
所
　
宿
毛
市
役
所

受
　
付
　
市
民
課
年
金
係

受
付
時
間
　
８
時

３０
分
〜

※
相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
に
年
金
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

・
定
期
便
の
相
談
で
あ
れ
ば
送

ら
れ
て
き
た
書
類
一
式

・
認
め
印

・
代
理
の
場
合
は
委
任
状
（
家

族
で
あ
っ
て
も
必
要
で
す
）

が
当
日
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
年
金
係
に
お
問
い

合
わ
せ
の
上
、
事
前
に
ご
準

備
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
代
理

人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の（
免
許
証
な
ど
）
も
必
要

で
す
。 今

月
の
年
金
相
談

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
市
民
課
年
金
係
　

 
蕁
６
３
―

１
１
１
２

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます。
　国民年金保険料は、所得税法および地方税法上、社会保険料控除としてその年の課税所得
から控除され、税額が軽減されます。
　控除の対象となるのは、平成２７年１月から１２月までに納められた保険料の全額です。
過去の年度分や追納された保険料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけでなく、配偶者やご家族（子どもなど）の負担すべき国民年金保
険料を支払っている場合その保険料も併せて控除が受けられます。

●社会保険料控除を受けるため、年末調整や確定申告を行うときに必要なもの
　保険料を支払ったことを証明する書類（領収証書、社会保険料（国民年金保険料）控除証明書）

●社会保険料（国民年金保険料）控除証明書
　平成２７年１月１日から９月３０日までの間（※）に国民年金保険料を納付された方には、
１１月上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送付されます。

※平成２７年１０月１日から１２月３１日までの間に今年はじめて国民年金保険料を納め
られた方へは、翌年の２月上旬に送られます。

11（いい）月30（みらい）日は「年金の日」です！！

『控除証明書ダイヤル』　蕁0570－058－555
（自動音声案内に従って「３」を押してください。）
（受付期間および時間）
平成２７年１１月２日（月）～平成２８年３月１５日（火）
月～金曜日　９：００～１９：００　
第２土曜日　９：００～１７：００

※祝日（第２土曜日を除く）、１２月２９日～１月３日はご利用いただけません。

　年金記録や将来の年金受給見込み額を確認し、未来の生活設計について考えてみませんか。
　「ねんきんネット」をご利用いただくと、いつでもご自身の年金記録を確認
できるほか、将来の年金受給見込額についてご自身の年金記録を基にさまざま
なパターンの試算をすることもできます。
　「ねんきんネット」については、日本年金機構のホームページでご確認いただ
くか、幡多年金事務所（蕁０８８０－３４－１６１６）にお問い合わせください。
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◎
一
般
会
計
（
議
案
第
一
五
号
）

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
総
額
で

一
億
八
千
三
十
三
万
四
千
円
が
増

額
補
正
さ
れ
、
累
計
で
百
十
二
億

百
四
十
三
万
七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
歳
出
の
主
な
も
の
）

○
財
政
調
整
基
金
積
立
金

…
…
…
二
千
七
百
四
十
万
三
千
円

○
子
育
て
世
帯
支
援
事
業
費
扶
助

…
…
…
…
…
…
四
百
六
十
五
万
円

○
幡
多
広
域
観
光
協
議
会
運
営
事

業
費
負
担
金
（
地
方
創
生
先
行
型

交
付
金
事
業
）

…
…
…
…
千
三
百
十
三
万
一
千
円

　
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

「
平
成
二
十
六
年
度
一
般
会
計
及
び

各
特
別
会
計
並
び
に
水
道
事
業
会

計
」
の
決
算
認
定
議
案
十
三
件
、

「
平
成
二
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
」
な
ど
予
算
議
案
四
件
、
「
宿

毛
市
行
政
手
続
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
」
な
ど
条
例
議
案
五
件
、
人

事
議
案
一
件
、
そ
の
他
の
議
案
十

件
の
合
計
三
十
三
議
案
で
、
審
議

の
結
果
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と

な
っ
た
決
算
認
定
議
案
十
三
件
を

除
い
て
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、
七

日
及
び
八
日
並
び
に
九
日
の
三
日

間
に
十
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち

ま
し
た
。
ま
た
、
九
日
に
は
議
案

に
対
す
る
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳

情
は
、
「
伊
方
原
発
の
再
稼
働
を

行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
」
な
ど
三
件
が
審
議
さ
れ
、

二
件
が
不
採
択
、
一
件
が
閉
会
中

の
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

○
市
道
田
ノ
浦
小
学
校
前
線
の
維

持
工
事
費

…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
百
万
円

○
橋
上
小
学
校
体
育
館
の
耐
震
補

強
工
事
費

…
…
三
千
六
百
六
十
四
万
四
千
円

○
沖
の
島
小
学
校
体
育
館
の
耐
震

補
強
工
事
費

…
…
…
四
千
三
百
十
五
万
二
千
円

○
松
田
川
小
学
校
校
舎
の
改
修
工

事
費

…
…
…
…
五
百
六
十
八
万
八
千
円

○
平
田
小
学
校
体
育
館
の
防
水
改

修
工
事
費

…
…
…
…
四
百
九
十
九
万
七
千
円

○
レ
ス
リ
ン
グ
マ
ッ
ト
購
入
費

　（
地
方
創
生
先
行
型
交
付
金
事
業
）

…
…
…
…
…
千
三
十
二
万
八
千
円

第
三
回
（
九
月
）
定
例
会
日
程

９
月
１
日
（
火
）
本
会
議
�

開
会
、
議
案
上
程

�

�

提
案
理
由
の
説
明

�

２
日
（
水
）
休
　
会
�

議
案
等
精
査

�

３
日
（
木
）
休
　
会
�

議
案
等
精
査

�

４
日
（
金
）
休
　
会
�

議
案
等
精
査

�

５
日
（
土
）
休
　
会

�

６
日
（
日
）
休
　
会

�

７
日
（
月
）
本
会
議
�

一
般
質
問

�

８
日
（
火
）
本
会
議
�

一
般
質
問

�

９
日
（
水
）
本
会
議
�

一
般
質
問
、
議
案
質
疑

�

１０
日
（
木
）
休
　
会
�

委
員
会
審
査
（
総
務
・
予
算
）

�

１１
日
（
金
）
休
　
会
�

委
員
会
審
査
（
産
業
・
予
算
）

�

１２
日
（
土
）
休
　
会

�

１３
日
（
日
）
休
　
会

�

１４
日
（
月
）
休
　
会

�

１５
日
（
火
）
休
　
会
�

委
員
会
審
査
（
予
算
）

�

１６
日
（
水
）
本
会
議
�

委
員
長
報
告
、
質
疑

�

�

討
論
、
表
決
、
閉
会

■ 編　集　　議会だより編集委員会　 ■ 発　行　　宿 毛 市 議 会

第79号

議
案
の
主
な
内
容
は
、

　
　
次
の
と
お
り
で
す
。

補

正

予

算

　
第
三
回
定
例
会
は
、
平
成
二
十
七
年
九
月
一
日
に
開
会
し
、

十
六
日
間
の
会
期
で
九
月
十
六
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

■
定
例
会
の
概
要
■



⑩

◎
宿
毛
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て　
「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
」
通

称
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
」
の
施

行
に
伴
い
、
特
定
個
人
情
報
の

取
扱
い
規
定
を
追
加
す
る
必
要

が
生
じ
た
た
め
、
本
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
本
年
十
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
通
知
カ
ー
ド
や
個
人
番
号

カ
ー
ド
が
送
付
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
カ
ー
ド
の
再
発
行
手
数

料
を
徴
収
す
る
規
程
を
新
た
に

設
け
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
戸

籍
の
一
部
事
項
証
明
書
及
び
除

か
れ
た
戸
籍
の
一
部
事
項
証
明

書
に
つ
い
て
、
「
地
方
公
共
団

体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す
る

政
令
」
に
基
づ
き
、
交
付
手
数

料
を
改
定
す
る
た
め
、
本
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

の
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
、

規
約
の
一
部
変
更
及
び
財
産
処

分
に
つ
い
て
（
追
認
）

　
議
案
第
二
八
号
か
ら
議
案
第

三
〇
号
ま
で
の
三
議
案
は
、
去

る
二
月
に
幡
多
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
が
過
去
に
譲
渡
し
た

組
合
立
の
施
設
に
つ
い
て
、
議

会
議
決
を
経
ず
に
譲
渡
し
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
地

方
自
治
法
第
二
九
〇
条
の
規
定

に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
す
。
第
二
八
号
と
第
二

九
号
は
、
千
寿
園
・
大
月
荘
・

か
わ
せ
み
の
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
三
施
設
に
つ
い
て
、
事

務
の
廃
止
と
財
産
処
分
を
す
る

も
の
で
す
。
第
三
〇
号
は
、
太

陽
の
家
・
幡
多
郷
土
資
料
館
・

幡
多
公
設
地
方
卸
売
市
場
の
三

施
設
に
つ
い
て
、
共
同
処
理
す

る
事
務
の
変
更
及
び
規
約
の
変

更
に
伴
い
財
産
処
分
を
す
る
も

の
で
す
。

議
案
番
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

同
　
　
意

継
続
審
査

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

第
1
号

第
2
号

～
第
14
号

第
15
号

～
第
18
号

第
19
号

第
20
号

第
21
号

第
22
号

第
23
号

第
24
号

～
第
27
号

第
28
号

第
29
号

第
30
号

第
31
号

第
32
号

第
33
号

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

平
成
二
十
六
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会

計
並
び
に
水
道
事
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

平
成
二
十
七
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会

計
（
国
民
健
康
保
険
事
業
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

介
護
保
険
事
業
）
補
正
予
算
に
つ
い
て

宿
毛
市
行
政
手
続
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

宿
毛
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

（
土
佐
清
水
市
・
大
月
町
・
三
原
村
・
黒
潮
町
）
と
の

定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定
の
一
部
を
変
更

す
る
こ
と
に
つ
い
て

幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事

務
の
変
更
に
つ
い
て
（
追
認
）

幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事

務
の
変
更
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て
（
追
認
）

幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事

務
の
変
更
及
び
幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
規
約

の
一
部
変
更
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て
（
追
認
）

幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事

務
の
変
更
及
び
幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
規
約

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事

務
の
変
更
及
び
幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
規
約

の
一
部
変
更
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

▼ 

提
出
さ
れ
た
議
案
等 

▲

番
　
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

不
　

採
　

択

不
　

採
　

択

継
続
審
査

請
願
　

第
1
号

陳
情
　

第
5
号

第
3
号

伊
方
原
発
の
再
稼
働
を
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

愛
媛
県
知
事
に
伊
方
原
発
の
再
稼
働
問
題
の
「
公
開

討
論
会
」
開
催
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

国
の
教
育
予
算
を
増
や
し
て
「
高
校
無
償
化
」
を
復

活
し
、
給
付
制
奨
学
金
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

▼ 

請 
願
・
陳 

情 

▲

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
所
管
の
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

条
　
　
例

そ 

　
の
　 

他
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A
　
空
き
家
問
題
に
取
組
む
庁
内

体
制
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
環
境
課
を
窓
口
と
し
て
、
関

係
各
課
と
連
携
を
し
、
問
題
解
決

に
向
け
取
組
ん
で
い
る
。

A
　
宿
毛
市
独
自
の
空
き
家
の
実

態
調
査
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
空
き
家
等
対
策
に
関
す
る
特

別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
市
内
全
域
の
空
き
家
調
査

を
実
施
し
実
態
把
握
に
努
め
総
合

的
な
計
画
を
策
定
す
る
。

A
　
宿
毛
市
が
管
理
す
る
施
設
に

つ
い
て
の
実
態
把
握
に
つ
い
て
問

う
。

B
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
策
定
に
取
組
む
予
定
で
あ
る
。

公
共
施
設
の
取
り
壊
し
に
は
起
債

が
充
当
で
き
る
こ
と
か
ら
、
公
共

施
設
の
管
理
に
努
め
る
。

A
　
鵜
来
島
地
区
の
旧
宿
毛
市
連

絡
所
に
つ
い
て
、
大
変
老
朽
化
し

て
お
り
長
年
に
わ
た
っ
て
鵜
来
島

地
区
か
ら
施
設
の
取
り
壊
し
の
要

望
が
あ
る
。
島
民
の
命
に
係
わ
る

大
変
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
起
債

も
充
当
出
来
る
の
で
あ
れ
ば
、
十

二
月
議
会
に
撤
去
予
算
を
計
上
す

る
等
早
急
な
対
応
が
必
要
で
は
な

い
か
問
う
。

B
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

が
策
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
今

年
度
中
は
非
常
に
厳
し
い
が
来
年

度
の
当
初
予
算
に
予
算
化
を
予
定

し
て
い
る
。

A
　
元
防
衛
大
臣
森
本
敏
氏
が
遊

び
で
宿
毛
市
を
訪
れ
た
際
、
市
職

員
二
名
が
対
応
し
た
と
の
報
道
が

あ
る
が
、
市
職
員
は
公
務
中
に
公

用
車
で
対
応
し
た
の
か
。

B
　
市
職
員
二
名
が
公
務
に
公
用

車
二
台
で
対
応
し
た
。

A
　
森
本
氏
を
招
待
し
た
目
的
は

何
で
あ
る
の
か
そ
の
理
由
を
問
う
。

B
　
宿
毛
市
が
公
式
招
待
を
し
た

の
で
は
な
く
、
幡
多
地
域
に
来
る

と
の
情
報
が
あ
っ
た
の
で
、
宿
毛

湾
港
等
の
利
活
用
に
つ
い
て
ご
意

見
を
い
た
だ
き
た
く
要
請
を
し
た
。

A
　
海
上
自
衛
隊
の
誘
致
活
動
に

つ
い
て
、
尾
闢
知
事
は
基
地
化
の

要
望
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

明
確
に
市
長
の
考
え
と
違
っ
て
い

る
が
そ
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
宿
毛
市
が
要
望
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
誤
解
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

き
ち
っ
と
説
明
し
て
い
く
。

A
　
歴
代
の
自
民
党
政
権
は
集
団

的
自
衛
権
に
つ
い
て
は
「
日
本
国

憲
法
第
九
条
下
に
お
い
て
許
容
さ

れ
て
い
る
自
衛
権
の
行
使
は
、
我

が
国
を
防
衛
す
る
た
め
必
要
最
小

限
に
と
ど
ま
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、

集
団
的
自
衛
権
を
行
使
す
る
こ
と

は
、
そ
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
で

あ
っ
て
、
憲
法
上
許
さ
れ
な
い
」
と

し
て
き
た
。
し
か
し
、
憲
法
解
釈

を
変
更
し
て
こ
れ
を
容
認
す
る
戦

争
法
案
は
、
明
確
に
違
憲
で
あ
り
、

憲
法
に
よ
っ
て
、
権
力
者
の
行
動

を
制
約
す
る
と
い
う
立
憲
主
義
の

立
場
を
変
更
す
べ
き
で
は
な
く
廃

案
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え

る
が
市
長
の
所
見
を
問
う
。

B
　
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は
、

自
衛
の
域
を
超
え
た
拡
大
解
釈
に

繋
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
憲
法

の
本
旨
に
反
す
る
恐
れ
が
あ
る
も

の
と
考
え
る
。

　
第
三
回
（
九
月
）
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
九
月
七
日
か

ら
九
日
ま
で
の
三
日
間
に
十
人
の
議
員
か
ら
市
政
全
般
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

宿
毛
湾
の
海
上
自
衛
隊
基

地
の
誘
致
活
動
に
つ
い
て

安
全
保
障
関
連
法
案
に

つ
い
て
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A
　
宿
毛
市
で
は
子
供
た
ち
が
、

い
じ
め
の
被
害
を
伝
え
や
す
い
特

別
な
工
夫
な
ど
は
し
て
い
る
の
か

問
う
。

B
　
教
育
研
究
所
の
中
に
、
子
供

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
と
支
援
を
行
う
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
設
置
、
常
時
で

は
な
い
が
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
や
不
登
校
支
援
員
を
配
置
し
て
、

児
童
か
ら
の
相
談
を
受
け
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

A
　
い
じ
め
が
発
覚
し
た
場
合
宿

毛
市
で
は
、
解
決
に
向
け
て
誰
が

ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
問

う
。

B
　
い
じ
め
の
問
題
は
い
か
に
迅

速
に
対
応
で
き
る
か
が
一
番
大
切

だ
と
考
え
て
い
る
。
子
供
た
ち
の

発
す
る
危
険
信
号
を
認
識
し
た
場

合
は
、
校
長
な
ど
の
管
理
職
に
速

や
か
に
報
告
し
、
学
校
全
体
の
組

織
力
を
持
っ
て
指
導
に
取
り
組
む

よ
う
に
し
て
い
る
。
家
庭
の
深
い

愛
情
や
支
え
や
厳
し
さ
な
ど
、
家

庭
と
学
校
そ
し
て
地
域
社
会
な
ど

関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
べ
き
で
あ
る
と
も
考
え
る
。

A
　
い
じ
め
問
題
に
対
す
る
今
後

の
教
育
長
の
考
え
を
問
う
。

B
　
い
じ
め
防
止
等
は
す
べ
て
の

学
校
と
教
職
員
が
自
ら
の
問
題
と

し
て
、
徹
底
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
、

い
じ
め
を
含
め
て
児
童
・
生
徒
の

問
題
行
動
へ
は
早
期
に
発
見
・
対

応
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
い

じ
め
を
認
知
し
た
教
職
員
に
つ
い

て
も
問
題
を
一
人
で
抱
え
込
む
の

で
は
な
く
、
学
校
全
体
で
対
処
す

る
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
い
じ
め

る
側
へ
の
指
導
や
措
置
に
つ
い
て
も
、

厳
し
い
対
応
策
を
と
る
こ
と
も
必

要
と
考
え
る
。

A
　
平
成
二
十
一
年
の
施
行
か
ら

現
在
ま
で
の
認
定
件
数
と
こ
れ
ま

で
の
評
価
を
問
う
。

B
　
宿
毛
市
の
産
業
の
振
興
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
現
在
ま

で
海
産
物
や
お
菓
子
、
酒
類
な
ど

二
十
六
件
の
申
請
が
あ
り
そ
の
都

度
審
査
会
を
開
催
し
て
、
す
べ
て

を
推
奨
品
認
定
し
た
。
現
在
の
件

数
は
十
六
件
と
な
っ
て
い
る
が
制

度
の
認
知
度
が
高
い
と
は
言
え
な
い
。

認
定
品
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
や
市
外
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
出
品
や
Ｐ
Ｒ
活
用
を
し

て
い
る
。

A
　
今
後
の
宿
毛
市
推
奨
品
制
度

の
磨
き
上
げ
や
対
象
品
の
見
直
し

に
つ
い
て
問
う
。

B
　
施
行
時
よ
り
食
品
の
み
を
対

象
と
し
て
い
た
が
眠
っ
て
い
る
商

品
を
引
き
出
す
の
で
あ
れ
ば
、
食

品
以
外
や
原
材
料
の
認
定
も
一
つ

の
方
法
で
あ
る
の
で
検
討
し
て
い

く
。

A
　
行
政
も
商
工
振
興
の
後
押
し

を
積
極
的
に
行
う
べ
き
だ
が
、
推

奨
品
制
度
と
連
動
し
た
商
品
の
Ｐ

Ｒ
や
フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い
て
の
考
え

を
問
う
。

B
　
今
後
に
つ
い
て
は
、
宿
毛
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
に
お
い
て
宿
毛
市
推
奨
品
拡

大
事
業
を
提
案
し
て
い
る
。
今
後

も
産
業
祭
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
を
製
造
業
者
へ
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
し
、
さ
ら
な
る
磨
き
上
げ
と

販
路
拡
大
を
目
指
し
て
い
く
。

A
　
宿
毛
湾
港
新
田
地
区
公
園
内

の
ト
イ
レ
に
防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置

さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
被
害
状
況

を
問
う
。

B
　
ご
質
問
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、

器
物
破
損
等
の
い
た
ず
ら
が
多
発

し
た
た
め
、
昨
年
十
月
に
子
供
見

守
り
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る
。

設
置
後
は
被
害
届
を
提
出
す
べ
き

い
た
ず
ら
は
発
生
せ
ず
、
カ
メ
ラ

の
設
置
効
果
が
出
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

A
　
公
共
施
設
の
防
犯
対
策
、
カ

メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
防
犯
上
問
題
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
箇
所
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
を
行
っ
て
い
る
。
市
民
の
安

全
安
心
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報

保
護
の
観
点
か
ら
も
法
令
等
に
照

ら
し
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い

き
た
い
。

A
　
学
校
施
設
の
防
犯
対
策
、
防

犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
教
育
長
に
問

う
。

B
　
沖
の
島
小
学
校
を
除
く
十
三

校
に
つ
い
て
業
者
に
警
備
業
務
を

委
託
し
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
防

犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
も
設
置
し
て

お
り
、
夜
間
や
休
日
の
防
犯
対
策

と
し
て
既
に
十
分
な
対
策
を
講
じ

て
い
る
。
ソ
フ
ト
面
で
は
子
ど
も

た
ち
の
防
犯
意
識
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
も
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
適
切
な
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

A
　
防
災
上
の
カ
メ
ラ
が
犯
罪
抑

止
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

防
災
、
防
犯
の
共
用
の
検
討
を
問

う
。

B
　
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の

拡
張
機
能
の
中
に
、
風
水
害
等
、

災
害
時
の
情
報
収
集
手
段
の
一
つ

と
し
て
監
視
カ
メ
ラ
が
提
案
さ
れ

て
い
る
。
今
後
シ
ス
テ
ム
を
運
用

し
て
い
く
中
で
、
財
政
状
況
も
勘

案
し
な
が
ら
導
入
の
検
討
を
し
て

ま
い
り
た
い
。

小
中
学
校
の

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

宿
毛
市
推
奨
品

認
定
制
度
に
つ
い
て

防
犯
対
策
に
つ
い
て
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A
　
中
筋
川
河
川
の
整
備
に
つ
い

て
、
進
捗
状
況
と
今
後
の
見
通
し

を
問
う
。

B
　
中
筋
川
を
含
む
渡
川
水
系
の

河
川
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
国

土
交
通
省
と
高
知
県
が
連
携
す
る

中
で
、
国
管
理
区
間
、
県
管
理
区

間
、
内
水
区
間
の
対
策
に
つ
い
て
、

災
害
発
生
の
防
止
、
軽
減
対
策
や

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。
今
後
は
、
堤

防
の
余
裕
高
が
不
足
す
る
区
間
の

か
さ
上
げ
を
実
施
し
、
整
備
区
間

に
お
け
る
治
水
安
全
度
の
確
保
を

図
る
。
ヤ
イ
ト
川
と
芳
奈
川
に
つ

い
て
は
、
堤
防
及
び
護
岸
の
整
備
、

堆
積
土
砂
の
掘
削
等
を
実
施
し
、

必
要
な
河
川
断
面
を
確
保
す
る
。

A
　
市
内
に
は
河
床
整
備
が
十
分

で
な
い
た
め
に
、
ゴ
ミ
等
が
集
積

し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
多
々
あ
る

と
思
う
が
、
水
路
の
管
理
に
つ
い

て
問
う
。

B
　
ご
指
摘
の
水
路
は
い
わ
ゆ
る

青
線
で
、
以
前
は
国
有
地
で
県
の

宿
毛
土
木
事
務
所
が
財
産
管
理
を

し
て
い
た
が
、
地
方
分
権
の
流
れ

の
中
で
、
宿
毛
市
法
定
外
公
共
物

管
理
条
例
を
制
定
、
地
域
住
民
の

公
共
の
用
に
供
し
て
い
る
た
め
、

地
域
住
民
が
維
持
管
理
し
て
き
た

経
緯
が
あ
る
。
一
斉
清
掃
や
ク
リ

ー
ン
デ
ー
等
で
こ
れ
か
ら
も
住
民

の
方
の
維
持
管
理
を
お
願
い
し
た

い
。

A
　
六
月
議
会
で
は
、
自
衛
隊
誘

致
は
困
難
、
寄
港
促
進
に
取
り
組

む
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。
寄
港
で

は
宿
毛
の
経
済
発
展
、
人
口
増
に

有
効
な
対
策
と
な
り
え
な
い
。
寄

港
で
得
ら
れ
る
経
済
効
果
を
問
う
。

B
　
平
成
十
一
年
度
か
ら
の
十
七

年
間
で
延
べ
七
十
三
隻
（
自
衛
艦
船

二
十
九
隻
・
ク
ル
ー
ズ
客
船
四
十

四
隻
）
、
約
一
万
九
千
人
が
来
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
る
明
確
な

経
済
効
果
を
積
算
し
た
も
の
は
な

い
が
、
多
く
の
方
々
が
訪
れ
る
こ

と
で
、
地
域
経
済
に
大
き
く
貢
献

す
る
と
と
も
に
、
港
の
利
活
用
の

促
進
や
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
も
大
き

く
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

A
　
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
産
業
協

議
会
が
海
底
資
源
の
掘
削
に
つ
い

て
二
十
八
年
か
ら
実
証
作
業
に
入

る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
探
査
船
、

掘
削
船
等
の
母
港
化
、
精
製
プ
ラ

ン
ト
の
誘
致
を
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
問
う
。

B
　
提
案
の
内
容
は
宿
毛
の
ハ
ン

デ
ィ
と
な
る
都
市
部
と
の
距
離
・

時
間
な
ど
の
影
響
の
な
い
も
の
で

あ
り
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

A
　
某
新
聞
社
の
調
査
に
安
保
法

案
は
憲
法
に
反
す
る
と
答
え
た
よ

う
だ
が
、
な
ぜ
違
憲
な
の
か
問
う
。

B
　
我
が
国
の
自
衛
権
に
つ
い
て

は
独
立
国
と
し
て
当
然
に
認
め
ら

れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

憲
法
九
条
の
も
と
に
お
い
て
認
め

ら
れ
る
自
衛
権
の
発
動
た
る
武
力

の
行
使
は
、
政
府
が
従
来
か
ら
認

め
て
い
る
我
が
国
に
対
す
る
急
迫

不
正
の
侵
害
が
あ
る
こ
と
。
こ
の

場
合
に
こ
れ
を
排
除
す
る
最
適
当

な
手
段
が
な
い
こ
と
。
必
要
最
小

限
の
実
力
行
使
に
と
ど
ま
る
べ
き

こ
と
。
こ
の
三
要
件
に
該
当
す
る

場
合
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
に
関
し
て
は
関
係
国
と
の
多
様

な
自
衛
で
の
判
断
が
求
め
ら
れ
、

自
衛
の
域
を
超
え
た
拡
大
解
釈
に

つ
な
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
政

府
が
認
め
て
き
た
自
衛
権
の
発
動

た
る
武
力
の
行
使
と
認
め
ら
れ
な

い
事
例
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

憲
法
の
本
旨
に
反
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

A
　
災
害
対
策
本
部
は
装
備
品
や

全
般
の
指
揮
統
制
か
ら
は
庁
舎
に

固
定
す
る
方
が
望
ま
し
い
。
現
在

の
職
員
数
で
は
何
直
体
制
が
と
れ

る
の
か
問
う
。

B
　
被
災
状
況
に
よ
っ
て
は
、
速

や
か
な
職
員
参
集
が
困
難
な
場
合

や
全
職
員
が
参
集
で
き
な
い
と
い

っ
た
事
態
も
想
定
さ
れ
る
が
、
発

災
後
の
時
間
軸
に
よ
っ
て
二
交
代

制
、
三
交
代
制
の
構
築
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
来
年
度
、
南

海
ト
ラ
フ
地
震
発
災
後
の
復
旧
活

動
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
あ
ら
か

じ
め
遺
体
安
置
所
や
瓦
礫
の
一
時

保
管
場
所
等
を
決
め
て
い
く
た
め

の
応
急
機
能
配
置
計
画
を
策
定
予

定
で
あ
る
。
本
計
画
と
策
定
済
み

の
業
務
継
続
計
画
が
両
輪
と
な
り
、

発
災
後
の
迅
速
な
災
害
対
策
本
部

の
設
置
と
運
営
に
つ
な
が
る
よ
う

取
り
組
む
。

河
川
や
水
路
の
整
備
に

つ
い
て

誘
致
活
動
に
つ
い
て

防
災
に
つ
い
て

誘
致
活
動
に
重
要
な

安
全
保
障
観
に
つ
い
て
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A
　
市
立
保
育
園
の
正
規
職
員
と

臨
時
職
員
の
比
率
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
今
年
四
月
現
在
、
保
育
士
の

正
規
職
員
は
五
十
六
名
、
臨
時
的

任
用
職
員
は
十
九
名
と
な
っ
て
い

る
。

A
　
臨
時
保
育
士
の
経
験
者
、
契

約
の
更
新
回
数
、
多
い
方
で
は
二

十
五
年
以
上
と
聞
い
て
い
る
。
実

際
ど
れ
だ
け
の
方
が
、
長
期
に
わ

た
っ
て
毎
年
度
の
更
新
に
応
じ
て

く
れ
て
い
る
の
か
問
う
。

B
　
通
算
勤
務
年
数
は
様
々
で
あ

る
が
、
二
十
年
程
度
の
職
員
が
少

数
お
り
、
そ
の
他
は
六
か
月
か
ら

六
年
程
度
の
職
員
が
多
数
を
占
め

て
い
る
。

A
　
現
在
の
臨
時
職
員
の
契
約
期

間
は
四
月
二
日
か
ら
翌
年
の
三
月

三
十
一
日
ま
で
一
年
三
百
六
十
五

日
の
中
、
三
百
六
十
四
日
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
方
々
の
賞
与
は
年

に
何
回
支
給
さ
れ
て
い
る
の
か
問

う
。

B
　
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三

十
一
日
の
雇
用
な
ら
年
に
二
回
支

給
し
て
い
る
。
四
月
二
日
か
ら
の

場
合
に
は
、
六
月
の
基
準
日
時
点

で
は
二
か
月
未
満
の
勤
務
日
数
に

な
る
た
め
に
、
六
月
の
特
別
賃
金

は
支
給
し
て
い
な
い
。

A
　
こ
の
方
々
は
勤
務
内
容
が
正

規
職
員
と
全
く
同
じ
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
年
の
中
た
っ
た
一

日
足
り
な
い
た
め
に
、
何
年
何
回

再
契
約
を
繰
り
返
し
て
も
一
切
夏

の
賞
与
は
も
ら
え
な
い
。
基
準
日

と
い
う
観
点
か
ら
、
十
二
月
、
一
月
、

二
月
、
三
月
、
四
月
、
五
月
、
賞

与
と
い
う
点
で
は
、
全
く
の
た
だ

働
き
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
所
見
を
問
う
。

B
　
今
後
、
保
育
現
場
と
再
度
協

議
を
す
る
中
で
、
雇
用
形
態
や
改

善
点
に
つ
い
て
真
剣
に
検
討
し
て

行
き
た
い
。

A
　
臨
時
職
員
と
は
言
え
、
保
育

現
場
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
職
員
が
、

毎
年
三
月
が
近
づ
く
と
ま
た
来
年

も
契
約
し
て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
、

不
安
を
抱
え
て
困
惑
す
る
。
毎
年

毎
年
の
契
約
更
改
で
は
な
し
に
、

一
定
期
間
継
続
し
て
、
夏
冬
の
ボ

ー
ナ
ス
も
支
給
で
き
る
安
定
し
た

雇
用
形
態
を
と
る
べ
き
で
は
な
い

か
問
う
。

B
　
保
育
士
の
確
保
は
非
常
に
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
、
今
後

調
査
研
究
し
て
行
き
た
い
。

A
　
総
務
省
で
は
、
本
格
的
な
業

務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
、
か

つ
複
数
年
に
わ
た
る
任
期
設
定
が

可
能
で
あ
る
場
合
に
は
、
臨
時
職

員
か
ら
任
期
付
職
員
へ
の
転
換
の

検
討
を
促
す
よ
う
な
内
容
の
文
書

が
既
に
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度
、

市
立
保
育
園
の
臨
時
職
員
に
も
適

用
可
能
で
は
な
い
か
問
う
。

B
　
民
間
委
託
や
保
育
園
の
統
合

な
ど
の
見
通
し
が
確
定
し
て
い
な

い
現
時
点
で
は
、
こ
の
制
度
の
適

用
は
難
し
い
と
考
え
る
が
、
よ
り

質
の
高
い
人
材
を
集
め
、
保
育
サ

ー
ビ
ス
を
充
実
し
て
行
く
た
め
に
も
、

雇
用
条
件
を
見
直
し
て
行
く
こ
と

は
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

県
内
市
町
村
の
動
向
は
も
ち
ろ
ん
、

先
進
的
な
取
り
組
み
を
取
り
入
れ

て
い
る
市
町
村
に
つ
い
て
、
調
査

研
究
し
て
行
き
た
い
。

A
　
宿
毛
市
に
お
け
る
太
陽
光
発

電
の
現
状
に
つ
い
て
把
握
さ
れ
て

い
る
か
問
う
。

B
　
当
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
は
市

町
村
に
対
す
る
許
認
可
や
届
け
出

義
務
が
な
い
の
で
、
設
置
の
数
等

に
つ
い
て
詳
細
は
把
握
し
て
い
な

い
。

A
　
土
佐
清
水
市
で
は
景
観
を
乱

す
と
の
観
点
か
ら
反
対
運
動
が
起

こ
っ
て
い
る
。
又
、
四
万
十
市
で
は
、

環
境
保
全
に
配
慮
が
な
さ
れ
て
い

な
い
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
関

し
て
、
何
ら
か
の
制
限
を
設
け
よ

う
と
動
い
て
い
る
。

　
宿
毛
市
の
取
組
み
、
対
応
に
つ

い
て
問
う
。

B
　
法
規
制
の
範
囲
内
で
あ
っ
て
も
、

周
辺
環
境
と
調
和
が
必
要
と
考
え

る
。
同
様
の
案
件
が
生
じ
た
時
点

で
検
討
し
た
い
。

A
　
西
南
中
核
工
業
団
地
内
に
も

設
置
さ
れ
て
い
る
が
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
問
う
。

B
　
一
区
画
で
太
陽
光
発
電
の
み

を
行
な
う
の
は
、
農
村
地
域
工
業

導
入
実
施
計
画
の
中
で
導
入
す
べ

き
対
象
業
種
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。

工
業
団
地
の
造
成
の
目
的
は
幡
多

地
域
の
雇
用
の
創
出
で
あ
り
、
雇

用
を
生
ま
な
い
こ
の
事
業
の
進
出

は
遺
憾
に
思
っ
て
い
る
。
今
後
ど

の
よ
う
な
対
応
が
可
能
か
県
と
も

研
究
し
て
い
き
た
い
。

A
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
市

街
地
の
長
期
浸
水
が
想
定
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
に
備
え
て
の
河
川
・

海
岸
堤
防
の
津
波
対
策
は
ど
の
程

度
進
ん
で
い
る
の
か
問
う
。

B
　
県
の
計
画
に
よ
る
と
、
満
潮

時
に
海
水
が
市
街
地
へ
流
入
し
な

い
よ
う
堤
防
の
か
さ
上
げ
、
強
化

に
向
け
、
松
田
川
堤
防
、
新
田
、
高

砂
、
小
深
浦
西
側
の
海
岸
を
平
成

三
十
一
年
度
、
片
島
、
大
島
北
側
、

小
深
浦
東
側
海
岸
を
平
成
三
十
六

年
度
ま
で
に
完
成
、
大
島
南
側
海

岸
を
平
成
三
十
七
年
度
着
手
す
る

こ
と
と
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

市
立
保
育
園
の

職
員
体
制
に
つ
い
て

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て

河
川
・
海
岸
堤
防
の
津

波
地
震
対
策
に
つ
い
て
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A
　
今
期
限
り
と
表
明
さ
れ
た
市

長
に
と
っ
て
、
残
る
任
期
も
あ
と

わ
ず
か
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら

ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
市
政
に
取
り

組
む
の
か
、
こ
の
四
年
間
の
思
い

も
含
め
て
問
う
。

B
　
就
任
し
た
年
、
東
日
本
大
震

災
が
発
生
し
、
何
よ
り
自
然
災
害

か
ら
市
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
、

そ
れ
を
最
重
要
課
題
と
し
て
全
力

で
取
り
組
ん
だ
。
県
の
産
業
振
興

計
画
と
連
動
し
、
各
分
野
で
成
果

を
あ
げ
、
産
業
祭
を
は
じ
め
様
々

な
催
し
を
通
し
、
地
域
振
興
に
努

め
て
き
た
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
な
職
員
に
支
え
ら
れ
、
市
民
の

皆
様
か
ら
ご
提
案
、
ご
意
見
を
賜
り
、

市
長
と
し
て
又
、
そ
れ
以
前
の
市
、

県
議
会
議
員
と
し
て
四
半
世
紀
に

わ
た
り
、
地
域
を
発
展
さ
せ
た
い

と
の
思
い
で
力
を
尽
く
し
て
き
た
。

す
べ
て
の
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
を

申
し
上
げ
る
。

　
残
さ
れ
た
期
間
、
今
ま
で
の
こ

と
も
総
括
し
な
が
ら
、
次
の
市
政

に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
職
員
と

一
体
と
な
っ
て
事
業
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

A
　
本
市
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
基

本
的
な
方
向
性
、
取
り
組
み
に
つ

い
て
問
う
。

B
　
平
成
十
二
年
以
降
、
死
亡
者

が
出
生
者
を
上
回
る
自
然
減
少
と
、

転
出
が
転
入
を
上
回
る
社
会
減
に

よ
り
、
深
刻
な
人
口
減
少
局
面
に

入
っ
て
い
る
。

　
基
本
的
な
方
向
性
と
し
て
、
Ｕ
・

Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
の
促
進
、
子
育
て

環
境
の
充
実
、
安
定
し
た
雇
用
の

確
保
、
結
婚
、
出
産
支
援
策
の
充

実
を
通
じ
、
子
育
て
世
代
の
安
定
、

移
住
を
促
進
し
、
若
年
層
の
流
出

を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
人
口
維

持
に
必
要
な
合
計
特
殊
出
生
率
の

上
昇
を
図
っ
て
い
く
。

A
　
県
内
で
近
年
増
加
し
て
い
る

外
国
人
観
光
客
に
対
し
、
近
隣
市

で
は
、
積
極
的
な
ア
ジ
ア
向
け
外

交
戦
略
を
展
開
し
て
い
る
。
今
後

の
海
外
戦
略
に
つ
い
て
所
見
を
問

う
。

B
　
訪
日
外
国
人
が
一
千
万
人
を

超
え
、
中
国
や
ア
ジ
ア
地
域
か
ら

多
く
訪
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

新
し
い
人
の
流
れ
を
作
る
に
は
、

海
外
へ
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と

は
、
大
変
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
現
段
階
で
は
、
県
単
位
、
広
域

で
の
対
応
が
効
果
的
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
今
後
も
、
県
や
関
係

市
町
村
と
連
携
を
図
り
交
流
人
口

の
増
加
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

A
　
現
在
の
子
供
の
貧
困
率
は
十
六
・

三
％
、
子
供
の
六
人
に
一
人
が
貧

困
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

子
供
貧
困
対
策
法
、
又
、
対
策
大

綱
な
ど
の
国
の
動
き
に
つ
い
て
の

認
識
を
問
う
。

B
　
国
が
子
供
の
貧
困
対
策
や
大

綱
な
ど
を
設
け
た
こ
と
は
、
状
況

が
大
変
な
事
態
に
な
っ
て
い
る
表

れ
で
は
な
い
か
と
思
う
。
貧
困
は
、

子
供
の
生
活
や
成
長
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

　
生
ま
れ
育
っ
た
家
庭
の
事
情
等

に
左
右
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
子
供

た
ち
の
成
長
環
境
の
整
備
、
教
育

を
受
け
る
機
会
の
均
等
を
図
る
貧

困
対
策
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

A
　
本
市
の
現
状
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
問
う
。

B
　
独
自
の
指
標
の
設
定
を
し
た

り
、
貧
困
率
を
算
出
す
る
な
ど
、

現
状
を
数
値
化
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
が
、
生
活
の
困
窮
な
ど
に

よ
り
望
ま
し
い
食
習
慣
や
、
生
活

習
慣
が
形
成
で
き
ず
、
年
齢
に
応

じ
た
発
育
、
発
達
状
況
、
生
活
状

況
に
問
題
の
あ
る
子
供
や
、
十
分

な
学
習
の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い

な
い
子
供
が
存
在
し
て
い
る
現
実

が
あ
る
こ
と
は
把
握
し
て
い
る
。

A
　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

で
は
、
任
意
事
業
と
し
て
子
供
学

習
支
援
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

今
後
の
学
習
支
援
に
つ
い
て
本
市

の
方
向
性
を
問
う
。

B
　
家
計
相
談
事
業
以
外
の
任
意

事
業
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
中
学

校
三
校
で
の
放
課
後
学
習
事
業
や

五
校
で
放
課
後
子
供
教
室
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
、
他
市
町
村

の
実
績
や
取
り
組
み
な
ど
も
確
認

し
、
財
政
的
な
負
担
も
考
慮
し
、

来
年
度
の
任
意
事
業
に
つ
い
て
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

A
　
公
的
な
役
割
を
果
た
す
自
発

的
な
活
動
や
、
団
体
に
対
し
て
、
支

援
が
必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
を

問
う
。

B
　
民
間
に
よ
る
自
発
的
な
活
動

や
、
団
体
設
立
に
つ
い
て
は
、
公

共
性
に
基
づ
い
て
内
容
を
精
査
し
、

で
き
る
限
り
支
援
し
て
い
く
。

市
長
の
市
政
へ
の
取
り

組
み
、
姿
勢
に
つ
い
て

地
方
創
生
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

子
供
の
貧
困
に
つ
い
て

行
政
課
題
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
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A
　
行
政
が
、
住
民
に
信
頼
さ
れ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
行
政
と
市

民
と
の
再
構
築
に
つ
い
て
の
見
解

を
問
う
。

B
　
市
職
員
と
し
て
、
使
命
感
を

も
ち
市
民
生
活
の
向
上
に
向
け
、

全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
、
信
頼
さ
れ
る
職
員
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
職
員
の

意
識
改
革
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
、

職
員
の
士
気
の
高
揚
と
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

A
　
行
政
成
果
を
出
す
た
め
に
は
、

縦
割
り
構
造
を
変
え
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

B
　
課
を
超
え
て
対
応
が
必
要
な

業
務
に
つ
い
て
は
、
横
断
的
に
連

携
し
て
対
応
し
て
い
る
。
今
後
も
、

情
報
共
有
を
徹
底
し
て
い
く
。

A
　
一
次
産
業
の
後
継
者
は
、
出

会
い
の
場
が
少
な
い
。
情
報
の
力

を
使
っ
て
、
宿
毛
の
良
さ
を
全
国

発
信
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
出

会
い
の
場
の
必
要
性
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
各
分
野
に
後
継
者
対
策
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
結
婚
支
援
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
、
少
子
化
対
策

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
、

結
婚
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
出
会
い
の

場
の
創
出
は
、
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
施
策
と
し
て
大
変
重

要
と
考
え
て
お
り
、
支
援
策
に
つ

い
て
は
、
総
合
戦
略
の
今
後
の
協

議
を
見
て
対
応
し
て
い
く
。

A
　
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
社

会
環
境
の
整
備
が
不
可
欠
と
考
え

る
が
、
所
見
を
問
う
。

B
　
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
に
は
、
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
世
代
の
流
出
を
と
め
、
呼
び

込
む
施
策
が
最
も
重
要
だ
。
現
在

策
定
中
の
宿
毛
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
子
育
て

世
代
の
定
住
、
移
住
を
促
進
す
る

事
業
を
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

A
　
山
間
路
線
は
、
交
通
対
策
と

い
う
よ
り
、
福
祉
行
政
の
一
環
と

し
て
考
え
る
べ
き
だ
。
お
試
し
運

行
の
結
果
を
受
け
て
の
今
後
の
対

策
を
問
う
。

B
　
今
年
度
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

に
委
託
し
て
、
九
月
か
ら
橋
上
地

域
、
小
筑
紫
地
区
の
一
部
で
調
査

研
究
を
行
う
こ
と
に
し
て
お
り
、

地
元
の
方
と
協
議
を
行
う
予
定
で
、

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
運

行
体
制
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

A
　
小
筑
紫
保
育
園
新
築
工
事
の

火
災
後
の
進
捗
状
況
と
、
保
険
加

入
の
確
認
体
制
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
十
二
月
完
成
に
向
け
、
八
月

末
の
進
捗
状
況
は
四
五
％
で
計
画

通
り
履
行
で
き
て
い
る
。
今
後
、

保
険
の
未
加
入
を
防
ぐ
た
め
、
証

券
等
の
コ
ピ
ー
を
提
出
さ
せ
る
な

ど
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
で
対
応
し
て

い
る
。

A
　
宿
毛
市
で
は
中
学
校
終
了
ま

で
子
供
の
医
療
費
を
無
料
化
し
て

い
る
が
、
国
は
安
易
な
受
診
が
増

え
る
と
し
て
、
国
庫
負
担
金
を
減

額
し
て
い
る
。
医
療
費
無
料
の
恩

恵
を
受
け
て
い
る
の
は
国
保
加
入

者
だ
け
で
は
な
く
、
他
保
険
の
加

入
者
も
同
じ
よ
う
に
恩
恵
を
受
け

て
い
る
。
本
市
で
は
一
般
会
計
か

ら
国
保
会
計
へ
の
繰
り
入
れ
は
行

わ
れ
て
い
な
い
が
、
受
益
と
負
担

の
公
平
性
か
ら
も
、
国
庫
負
担
金

減
額
分
を
繰
り
入
れ
て
は
ど
う
か

見
解
を
問
う
。

B
　
こ
れ
ま
で
、
法
定
外
に
一
般

会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
こ
と
は
、

国
保
加
入
者
以
外
の
方
に
負
担
を

求
め
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、

原
則
行
わ
な
い
運
営
を
し
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
子
育
て
支
援
策

の
安
定
化
を
行
っ
た
実
効
性
の
あ

る
福
祉
施
策
に
対
し
、
国
保
保
険

者
の
み
が
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
か

ら
も
国
庫
負
担
金
の
減
額
相
当
分

に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
に
よ
る

所
要
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
と

の
通
知
も
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
諮

問
し
、
そ
の
答
申
を
踏
ま
え
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。
子
供
医
療
費

の
助
成
事
業
は
、
国
が
一
定
の
責

任
を
負
う
べ
き
も
の
と
考
え
る
の

で
、
地
方
単
独
事
業
に
伴
う
減
額

調
整
措
置
の
見
直
し
に
向
け
て
、

他
市
町
村
と
も
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
国
に
要
望
を
あ
げ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

A
　
現
在
私
人
で
あ
る
森
本
元
防

衛
大
臣
の
送
迎
に
公
用
車
を
使
用

し
た
件
が
新
聞
紙
上
に
掲
載
さ
れ

る
と
不
信
に
思
う
事
は
当
た
り
前

と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

B
　
公
用
車
を
使
う
場
合
、
相
手

が
公
人
と
い
う
形
だ
け
で
な
く
、

私
人
に
対
し
て
も
会
社
に
対
し
て
も
、

行
政
上
市
民
の
た
め
に
資
す
る
事

で
あ
れ
ば
、
公
用
車
を
使
用
す
る
。

森
本
氏
は
非
常
に
い
ろ
ん
な
情
報

を
持
た
れ
て
い
る
方
で
あ
り
、
宿

毛
湾
港
等
を
視
察
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
活
用
に
つ
い
て
何
か
ご
意
見

等
が
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か

若
者
支
援
と
子
育
て

支
援
に
つ
い
て

山
間
地
の
公
共
交
通
に

つ
い
て

小
筑
紫
保
育
園
保
険
未

加
入
問
題
に
つ
い
て

国
保
財
源
の
運
営
に
つ

い
て

公
用
車
使
用
に
つ
い
て
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と
の
思
い
で
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

A
　
要
望
書
を
何
度
も
読
み
返
し

て
も
、
市
長
の
言
う
艦
船
誘
致
だ

と
す
る
文
言
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
。

要
望
書
に
う
た
わ
れ
た
そ
の
も
の

を
要
望
し
て
い
る
と
言
っ
た
ほ
う

が
す
っ
き
り
す
る
の
で
は
な
い
か

問
う
。

B
　
私
が
望
ん
だ
の
は
、
南
海
ト

ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
対
し
て
、
宿

毛
市
に
は
自
衛
隊
の
応
援
が
届
か

な
い
こ
と
が
県
の
調
査
で
も
わ
か

っ
て
い
る
。
非
常
に
孤
立
し
て
し

ま
う
状
況
の
中
で
こ
の
宿
毛
湾
港

を
利
用
し
て
防
災
上
の
対
応
が
有

効
に
利
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
強
い
思
い
も
あ
っ
て
、
自

衛
隊
の
寄
港
誘
致
、
あ
る
い
は
燃

料
や
水
の
補
給
な
ど
総
合
的
な
役

割
を
持
つ
自
衛
隊
の
、
そ
の
よ
う

な
活
動
が
欲
し
い
と
い
う
要
望
を

し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

A
　
市
政
懇
談
会
で
消
防
団
の
定

数
削
減
に
つ
い
て
提
案
が
さ
れ
た

と
の
話
を
聞
い
た
。

　
消
防
団
と
は
、
地
域
防
災
力
の

中
核
と
し
て
市
民
の
生
命
、
財
産

の
番
人
と
し
て
代
替
の
で
き
な
い

存
在
で
あ
る
。
三
・
一
一
以
来
、

何
処
の
自
治
体
も
い
ざ
と
言
う
時
、

一
番
頼
り
に
な
る
の
が
地
域
の
消

防
団
で
あ
る
。
削
減
理
由
に
つ
い

て
問
う
。

B
　
消
防
団
組
織
に
つ
い
て
は
、

八
分
団
を
二
十
四
部
、
四
百
九
十

八
名
体
制
で
活
動
し
て
い
る
。
現

在
は
定
数
を
確
保
で
き
て
い
る
が

人
口
減
に
よ
り
団
員
確
保
が
難
し

い
状
況
が
出
て
き
て
い
る
。
今
計

画
は
人
員
削
減
の
み
を
目
的
と
し

た
も
の
で
は
な
く
、
詰
所
を
集
約

し
て
最
低
限
の
初
動
人
数
が
確
保

で
き
れ
ば
、
火
災
対
応
が
速
や
か

に
で
き
る
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

情
に
よ
り
団
活
動
に
従
事
で
き
な

い
団
員
も
い
る
こ
と
か
ら
、
削
減

し
て
も
機
能
は
維
持
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。
再
編
計
画
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
話
し
合
い
を
し
て
ま
い
り

た
い
。

A
　
各
地
区
に
自
主
防
災
組
織
が

組
織
さ
れ
て
い
る
。
災
害
時
の
活

動
に
つ
い
て
消
防
団
関
係
者
に
よ

る
訓
練
、
指
導
等
は
ど
の
様
に
行

わ
れ
て
い
る
の
か
問
う
。

B
　
自
主
防
災
組
織
か
ら
の
要
請

が
あ
れ
ば
、
消
防
職
員
が
地
域
に

出
向
き
、
消
火
訓
練
、
救
急
法
、

各
種
災
害
に
対
す
る
対
処
法
を
指

導
し
て
い
る
。

A
　
高
台
に
屯
所
を
新
築
す
れ
ば
、

津
波
へ
の
対
応
は
よ
い
と
し
て
も

近
く
に
消
防
屯
所
が
あ
れ
ば
、
い

ざ
と
い
う
時
、
必
ず
近
く
の
団
員

が
駆
け
つ
け
て
く
れ
る
。
そ
れ
が

一
キ
ロ
、
二
キ
ロ
先
の
高
台
ま
で

消
火
機
材
を
取
り
に
行
く
間
に
ボ

ヤ
で
済
む
も
の
が
延
焼
し
大
火
事

に
な
る
場
合
が
あ
る
。
私
は
一
か

所
の
高
台
移
転
は
反
対
で
あ
る
。

所
見
を
問
う
。

B
　
大
き
な
津
波
が
来
た
場
合
に
、

屯
所
も
車
両
も
資
機
材
も
、
す
べ

て
流
さ
れ
る
状
況
に
な
っ
た
ら
、

後
の
復
興
復
旧
は
全
く
で
き
な
い
。

そ
う
い
う
こ
と
に
対
応
す
る
た
め

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
方
と
の
合
意

を
頂
く
中
で
高
台
に
移
転
し
て
再

編
で
き
る
と
こ
ろ
は
再
編
し
て
ゆ

く
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

A
　
大
島
地
区
は
、
津
波
が
来
て

橋
が
決
壊
す
れ
ば
、
陸
の
孤
島
と

な
る
。
今
の
屯
所
を
小
深
浦
の
方

に
統
合
す
る
こ
と
は
、
小
さ
な
ボ

ヤ
が
大
火
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り

人
口
が
集
中
し
て
い
る
大
島
、
片

島
に
は
屯
所
を
置
く
べ
き
と
考
え

る
が
所
見
を
問
う
。

B
　
本
市
の
消
防
団
詰
所
は
昭
和

四
十
年
か
ら
五
十
年
に
建
設
さ
れ

た
も
の
が
九
割
で
ほ
と
ん
ど
が
補

強
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
で
あ
る
こ
と
か

ら
建
て
替
え
が
必
要
で
あ
る
。
大

島
の
詰
所
に
つ
い
て
は
、
大
島
橋

の
落
橋
に
よ
り
同
地
区
が
孤
立
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
島

内
の
高
台
に
移
転
新
築
を
計
画
し

て
い
る
。

　
平
成
二
十
七
年
第
三
回
定
例
会
に
お
い
て
、
次
の
人
事
議
案
を
全
会

一
致
を
も
っ
て
、
同
意
し
ま
し
た
。

○
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任

　
　
　
　
　
増
　
田
　
全
　
英
　
氏
（
再
任
）

ま
す

だ

ぜ
ん

え
い

海
上
自
衛
隊
誘
致
に
つ

い
て

消
防
団
の
組
織
改
編
と

定
数
削
減
に
つ
い
て

消
防
屯
所
の
高
台
へ
の

統
合
移
転
に
つ
い
て

▼

人
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【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】

日
　
時
　
七
月
二
十
八
日

（火）

　
　
　
　
午
前
十
時
よ
り

視
察
地
　
島
根
県
雲
南
市

視
察
テ
ー
マ

「
地
域
の
再
生
・
創
生
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
」

　
雲
南
市
（
う
ん
な
ん
し
）
は
島
根

県
の
東
部
に
位
置
し
、
松
江
市
、

出
雲
市
と
接
す
る
人
口
約
四
万
人

の
都
市
で
す
。

　
総
面
積
五
百
五
十
三
・
十
八
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
大
半
が
林
野

で
、
豊
か
な
森
林
や
河
川
な
ど
の

自
然
と
、
市
民
の
生
活
が
融
合
さ

れ
た
ま
ち
づ
く
り
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
雲
南
市
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
事
業
に
い
ち
早
く
着
手
・

検
討
し
、
人
口
問
題
や
地
域
課
題

の
解
決
に
必
要
な
施
策
を
盛
り
込

ん
だ
「
雲
南
市
総
合
戦
略
」
を
、
今

年
三
月
に
公
表
し
ま
し
た
。

　
こ
の
戦
略
で
は
「
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
中

心
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
委
員
会
と
し
て
は
、「
地
域
の

再
生
・
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
」
を
視
察
テ
ー
マ
と
し
て
、

・
若
者
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
の
雇

用
の
場
の
確
保
に
つ
い
て

・
移
住
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て

・
出
会
い
の
場
・
結
婚
問
題
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
施
策
推
進
に
お
け
る
地
元
の
理

解
と
協
力
や
、
課
題
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

な
ど
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、
質

疑
応
答
を
交
え
な
が
ら
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

日
　
時
　
七
月
二
十
九
日

（水）

　
　
　
　
午
前
十
時
よ
り

視
察
地
　
岡
山
県
総
社
市

視
察
テ
ー
マ

「
英
語
特
区
に
つ
い
て
」

　
総
社
市
（
そ
う
じ
ゃ
し
）
は
岡
山

県
の
南
西
部
に
位
置
し
、
岡
山
市

と
倉
敷
市
に
隣
接
す
る
、
温
暖
で

雨
が
少
な
い
瀬
戸
内
海
特
有
の
気

候
に
恵
ま
れ
た
、
人
口
約
六
万
七

千
人
の
都
市
で
す
。

　
総
社
市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
、
子

ど
も
た
ち
に
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
と
国
際
的
視
野
を

身
に
付
け
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、

子
ど
も
の
数
の
減
少
が
激
し
い
山

間
地
域
内
の
、
幼
稚
園
二
園
・
小

学
校
二
校
・
中
学
校
一
校
を
「
英

語
特
区
」
と
し
て
指
定
し
、
一
貫

性
の
あ
る
特
別
な
英
語
教
育
を
提

供
す
る
事
業
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
外
や
他
地
区
か
ら
各
校

へ
の
受
け
入
れ
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
人
口
減
少
の
歯
止
め
も
見
込

ん
で
い
ま
す
。

【
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
】

日
　
時
　
八
月
四
日

（火）

　
　
　
　
午
前
十
時
よ
り

視
察
地
　
島
根
県
邑
南
町

視
察
テ
ー
マ

「
日
本
一
の
子
育
て
村
を
目
指
す
取

り
組
み
に
つ
い
て
」

　
邑
南
町
（
お
お
な
ん
ち
ょ
う
）
は

島
根
県
中
南
部
の
山
間
地
に
位
置

す
る
人
口
約
一
万
一
千
人
の
町
で
す
。

主
要
産
業
は
農
林
業
で
、
広
島
市

か
ら
高
速
道
で
一
時
間
と
の
立
地

の
良
さ
か
ら
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
業

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
率
が
四
〇
％
を
超
え
、

右
肩
下
が
り
の
人
口
減
少
が
続
い

て
い
た
邑
南
町
で
は
、
平
成
二
十

三
年
度
よ
り
若
者
の
定
住
促
進
と

出
生
率
の
向
上
を
目
指
す
定
住
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
柱
と
し
て
、
地

元
の
食
材
を
活
用
す
る
「
Ａ
級
グ

ル
メ
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
」
と
子

育
て
し
や
す
い
環
境
整
備
を
行
う

「
日
本
一
の
子
育
て
村
構
想
」
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
主
に
子
育
て
支

援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査
し

ま
し
た
。

日
　
時
　
八
月
四
日

（火）

　
　
　
　
午
後
二
時
よ
り

視
察
地
　
広
島
県
安
芸
高
田
市

視
察
テ
ー
マ

「
住
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
」

　
安
芸
高
田
市
（
あ
き
た
か
た
し
）

は
、
平
成
十
六
年
に
六
町
の
合
併

に
よ
り
誕
生
し
た
人
口
約
三
万
人

の
市
で
す
。
広
島
市
に
隣
接
し
、
中

心
部
の
交
通
の
利
便
性
は
良
い
も

の
の
、
市
域
内
は
大
小
の
山
に
囲

ま
れ
、
面
積
の
約
八
割
を
森
林
が

占
め
て
い
ま
す
。

　
安
芸
高
田
市
で
は
、
合
併
に
よ

り
住
民
の
声
が
行
政
に
届
き
に
く

く
な
る
こ
と
を
防
ぎ
、
住
民
と
行

政
の
共
存
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
三
十
二
の
地
域

振
興
組
織
を
市
内
全
域
に
設
置
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
振
興
組
織
は
「
自

ら
の
地
域
は
自
ら
の
手
で
」
と
い

う
自
立
的
な
住
民
自
治
活
動
を
行

う
た
め
、
集
落
を
基
層
と
し
た
大

字
単
位
、
小
学
校
区
単
位
で
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
委
員
会
で
は
、
主
に
地
域
振

興
組
織
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
視

察
研
修
を
行
い
、

・
設
立
の
背
景
と
組
織
の
概
要

・
活
動
状
況
と
課
題

・
行
政
の
具
体
的
な
支
援
内
容

・
川
根
振
興
協
議
会
の
取
り
組
み

な
ど
の
点
を
調
査
し
ま
し
た
。

＊
詳
し
い
報
告
内
容
は
、
紙
面
の
都
合
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
な
お
、
宿
毛
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
報
告
書
全
文
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

行
政
視
察
報
告

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
及
び
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
が
先
進

地
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。
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議　　　　席 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

氏　名

番　号

議
　
　
決
　
　
結
　
　
果

陳情第５号

請願第１号 不採択

不採択

川

田

　

栄

子

採
択

採
択

採
択

採
択

採
択

採
択

採
択

採
択

採
択

採
択

採
択

川

村

三

千

代

不
採
択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

原

田

　

秀

明

山

岡

　

　

力

山

本

　

　

英

闍

倉

　

真

弓

山

上

　

庄

一

山

戸

　

　

寛

野

々

下

昌

文

松

浦

　

英

夫

寺

田

　

公

一

宮

本

　

有

二

饌

田

　

陸

紀

岡

闢

　

利

久

議
　
長

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

　
市
議
会
だ
よ
り
は
紙
面
の
都

合
で
発
言
の
一
部
し
か
掲
載
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
「
会
議
録
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
九
月
定
例
会
の
会
議
録
は
十

二
月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で
す
。

　
市
立
坂
本
図
書
館
及
び
各
支

所
並
び
に
宿
毛
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
議
会
開
会
中
は
宿
毛
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ス
ワ
ン
テ
レ
ビ

で
映
像
中
継
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

過
去
の
議
会
映
像
も
配
信
し
て

い
ま
す
。

■議会報告会の開催について■

各議員の議案等に対する賛否の状況
賛否の分かれた案件を記載しています。

Ｑ　採択・不採択とは。

Ａ　議決のうち、請願・陳情につい
て、これを肯定する議会の意思
決定を採択、否定する意思決定
を不採択といいます。

　議会活動の状況を市民の皆様に報告し、市政に関する情報提供に努めるとともに、議会に対するご意見
を直接お聞きする機会とするため、次の日程で議会報告会を開催いたしますので、皆様の積極的なご参加
を賜りますようご案内いたします。
◎開催日、会場（各会場とも２時間程度の予定です）
　・平成２７年１１月１１日（水）　午前９時～鵜来島離島センター
　　　　　　　　　　　　　　　　午後１時～沖の島開発総合センター
　　　　　　　　　　　　　　　　午後７時～宿毛市役所３階　委員会室

★
会
議
録
の

　
　
　
閲
覧
を
★

●議会用語Ｑ＆Ａ



⑳

無
防
備
な
　
心
に
火
災
が
　
か
く
れ
ん
ぼ

住警器消太

取
り
付
け
よ
う

火
災
警
報
器
！

　
宿
毛
市
で
は
、
新
た
な
防
災
情

報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
よ
る
市
内
の
通
信
網
を
活

用
し
、
こ
れ
ま
で
の
音
声
放
送
に

加
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
携
帯
電

話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
災
害
情

報
や
火
災
情
報
な
ど
を
伝
達
す
る

仕
組
み
を
構
築
し
、災
害
時
な
ど
に

お
け
る
情
報
伝
達
の
迅
速
化
・
確

実
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、

１２
月
１
日
以
降
随
時
、
消

防
用
ス
ピ
ー
カ
ー
や
市
内
沿
岸
部

に
あ
る
防
災
行
政
無
線
ス
ピ
ー
カ

ー
の
高
性
能
化
工
事
を
行
う
た
め
、

山
奈
、
平
田
、
橋
上
、
山
北
地
区

と
い
っ
た
、
消
防
団
員
招
集
の
た

め
の
モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
に
よ
る

時
報
が
吹
鳴
さ
れ
て
い
る
地
区
は
、

工
事
後
は
チ
ャ
イ
ム
な
ど
に
よ
る

時
報
に
変
更
（
そ
の
ほ
か
の
地
区
は

従
来
ど
お
り
）
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

工
事
完
了
後
は
、
試
験
放
送
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
理
解
く

だ
さ
い
。

※
市
民
の
皆
さ
ん
の
携
帯
電
話
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た

伝
達
シ
ス
テ
ム
の
内
容
に
つ
い

て
は

１２
月
号
の
広
報
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

地
域
災
害
支
援
ナ
ー
ス

育
成
研
修

　
高
知
県
下
で
発
生
す
る
広
域
自

然
災
害
の
際
に
、
地
元
の
救
護
所

な
ど
で
活
動
す
る
「
地
域
災
害
支

援
ナ
ー
ス
」
を
育
成
す
る
研
修
で

す
。
現
在
、
現
場
を
離
れ
て
い
る

方
で
も
、
看
護
職
な
ら
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

日
　
時

　
１２
月

１３
日

（日）
　
９
時
〜

１６
時

場
　
所

　
渭
南
病
院

対
象
者

保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・

准
看
護
師

参
加
費

　
無
　
料

申
込
方
法

災
害
看
護
研
修
申
込
書
Ｂ
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

を
提
出

※
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
締
切

　
１２
月
６
日

（日）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
公
益
社
団
法
人
高
知
県
看
護
協
会

　
蕁
０
８
８
―

８
４
４
―

０
６
７
８

　
http://w

w
w

.kochi-kangokyo

　
　kai.or.jp/

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
消
防
署

　
蕁
６
３
―
３
１
１
１

　
薨
６
３
―
３
３
９
６

●
秋
の
火
災
予
防
運
動

　
１１
月
９
日
か
ら

１５
日
の
１
週
間

に
わ
た
り
、
秋
の
火
災
予
防
運
動

が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
こ
れ
か
ら
冬
を

迎
え
、
空
気
が
乾
燥
し
、
暖
房
器

具
な
ど
火
を
取
り
扱
う
機
会
が
増

え
る
た
め
、
火
災
が
多
発
す
る
時

季
に
な
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
の
防
火
・
防
災
に
関
す

る
意
識
や
行
動
力
を
高
め
、
火
災

の
発
生
を
防
止
し
、
万
一
発
生
し

た
場
合
に
も
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
、
火
災
か
ら
尊
い
生
命
や
財

産
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
期
間
中
に
宿

毛
市
消
防
団
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー

ド
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
風
邪
の
予
防
も
万
全
に

　
気
温
が
低
下
し
て
乾
燥
し
て
く

る
気
候
は
、
火
事
だ
け
で
な
く
健

康
に
も
影
響
を
与
え
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
季
節
、
一
番
に
思
い
つ
く

病
気
と
い
え
ば
、
『
風
邪
』
で
す
。

帰
宅
し
た
際
に
は
、
手
洗
い
と
う

が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。
手
洗
い
と

う
が
い
に
よ
っ
て
、
手
や
の
ど
に

付
着
し
た
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
を

洗
い
流
し
て
、
身
体
へ
の
進
入
を

防
ぎ
ま
す
。
ま
た
、
気
温
が
低
下

す
る
と
、
体
の
免
疫
力
も
低
下
し

て
体
調
を
崩
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
で
栄
養
を

取
り
、
暖
か
く
し
て
充
分
な
睡
眠

を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
た

だ
し
、
暖
か
い
か
ら
と
い
っ
て
コ

タ
ツ
で
そ
の
ま
ま
眠
る
と
、
か
え

っ
て
風
邪
を
引
き
や
す
く
す
る
の

で
や
め
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
「
風
邪
を
引
い
た
か
な
」

と
思
っ
た
ら
、
無
理
を
せ
ず
に
休

養
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
『
風
邪
は
万

病
の
も
と
』
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
軽

ん
ず
る
こ
と
な
く
、
ひ
き
始
め
の

う
ち
に
治
す
こ
と
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
危
機
管
理
課
　
蕁
６
３
―

０
９
５
１

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
　
〜
新
た
な
災
害
情
報

伝
達
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
進
め
ま
す
〜

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
　
〜
新
た
な
災
害
情
報

伝
達
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
進
め
ま
す
〜
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　市はこれまで独自に、災害時に支援が必要な方の名簿づくり（災害時要
援護者登録制度）を進めてきましたが、国の災害対策基本法が改正され、
市町村は新たに避難行動要支援者名簿を作成することが義務付けられま
した。
　市は、この法律に基づいて名簿を作成し、本人の同意が得られた場合
は災害時の円滑で安全な避難支援のため、平常時から消防や警察などの
関係機関に名簿情報を提供します。
　名簿登録の対象となる方には、同意申請書を郵送していますので、必
要事項を記入してご返送ください。
　なお、災害発生時には法律に基づき、本人の同意が得られない場合で
も生命保護のため名簿情報を関係機関に提供する場合があります。
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。

【問い合わせ先】　福祉事務所社会児童係　　蕁６３－３３１１

※１　市の定める対象者の要件は生活の基盤が
　　　自宅にある次の①～⑥の方です。

①要介護３～５の認定を受けている者
②身体障害者手帳１・２級（総合等級）の第１種

を所持する身体障害者（心臓、じん臓機能障害
のみで該当する者は除く）

③療育手帳Ａを所持する知的障害者
④精神障害者保健福祉手帳１級を所持する者
⑤市の生活支援を受けている難病患者
⑥上記以外で市長が支援の必要を認めた者（＊）

（＊）①～⑤のほか、避難にあたって支援が必
要な方で名簿への登録を希望する場合は、
福祉事務所へ申請してください。

※２　名簿を提供する関係機関は次のとおりです。

自治会・自主防災組織等、民生・児童委員、宿
毛市社会福祉協議会、宿毛警察署、幡多西部
消防組合、宿毛市消防団、宿毛海上保安署、そ
の他、市長が特に必要と認めた者または団体

関係機関（※２）への情報提供に同意・不同意の意向
と、必要事項を記入し、市へ返送してください。

◆名簿に記載する項目は、氏名、生年月日、性別、
住所、電話番号、対象となる要件などです。

「避難行動要支援者名簿」作成の流れ

市から対象者（※1）に、同意申請書を郵送

同意の場合 不同意の場合

平常時から関係機関に
名簿情報を提供します。

返信内容を名簿に登録
しますが、平常時には
関係機関に名簿情報を
提供しません。
※災害発生時には、法
律に基づき提供する場
合があります。

避難行動要支援者名簿の作成について

災害対策
基本法に
基づいて

「災害時要援護者登録制度」は
「避難行動要支援者名簿」へ移行します
「災害時要援護者登録制度」は
「避難行動要支援者名簿」へ移行します



澤

第
5
回
　

豊
ノ
島
杯
ち
び
っ

こ
相
撲
大
会
開
催

　
本
市
出
身
の
関
取
、
豊
ノ
島
関

が
相
撲
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て

も
ら
う
た
め
、
相
撲
未
経
験
の
小

学
生
な
ど
を
対
象
と
し
た
相
撲
大

会
を
開
催
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
時

　
１２
月

１９
日

（土）

　
９
時
〜
（
集
合
８
時
）

場
　
所

　
宿
毛
市
相
撲
場
（
和
田
）

参
加
対
象

相
撲
未
経
験
の
小
学
生
、
幼
児

（
４
歳
以
上
、
男
女
不
問
）

競
技
種
別

①
団
体
戦
（
３
人
制
）

・
低
学
年
（
１
・
２
・
３
年
生
各

１
名
）
の
部

・
高
学
年
（
４
・
５
・
６
年
生
各

１
名
）
の
部

※
各
学
年
正
選
手
１
名
、
交
代
選

手
１
名

※
交
代
選
手
は
無
し
で
も
可
。
な

お
、
２
名
で
の
登
録
も
可
。

※
１
学
年
上
の
学
年
に
エ
ン
ト
リ
ー

す
る
こ
と
も
可
。

※
幼
児
の
団
体
戦
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
個
人
戦

・
幼
児
の
部
（
定
員

２０
名
）

・
小
学
生
の
部

 
１
〜
６
年
生
ま
で
の
学
年
別

申
込
締
切

　
１１
月

２６
日

（木）
　

１７
時

参
加
費
　
無
　
料

表
　
彰

団
体
・
個
人
戦
と
も
３
位
ま
で

表
彰
（
３
位
決
定
戦
は
行
わ
な

い
）

参
加
賞

豊
ノ
島
関
の
サ
イ
ン
入
り
の
手
形

色
紙
（
参
加
者
全
員
）

そ
の
他

・
服
装
は
各
学
校
な
ど
の
体
操
服

で
、
男
子
は
上
半
身
裸
と
し
ま

す
。

・
体
操
服
の
上
に
「
ま
わ
し
」
を
付

け
ま
す
。
「
ま
わ
し
」
は
主
催
者

側
に
て
準
備
し
、
着
用
さ
せ
ま
す
。

・
競
技
中
に
負
傷
し
た
場
合
、
主
催

者
は
応
急
処
置
を
行
い
ま
す
が
、

そ
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

・
防
寒
着
や
飲
み
物
は
、
各
自
で
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
会
場
の
駐
車
場
は
台
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
パ
ル
ス
宿
毛
の

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
昼
食
（
ち
ゃ
ん
こ
鍋
な
ど
）
を
用

意
し
ま
す
。

主
　
催

　
豊
ノ
島
関
宿
毛
後
援
会

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
学
校
教
育
課

　
蕁
６
３
―

１
１
０
２

応募対象

募集期間

募集内容

応募方法

景　　品

主　　催

いろは歌の
「い・ろ・は・に・ほ・へ・と・

ち・り・ぬ・る・お・わ・か・
よ・た・れ・そ・つ・ね・な・
ら・む・う・い・の・お・く・
や・ま・け・ふ・こ・え・て・
あ・さ・き・ゆ・め・み・し・
え・ひ・も・せ・す」の47文
字を、句の頭において作った短
歌のかるたです。
すくも郷土かるたでは、いろは
歌の重複の「い」「お」「え」を
抜いた44文字と、「宿毛」か
ら始まる45句を募集します。

宿毛市民および宿毛にゆかりのある方
（小・中・高校生　大歓迎）

平成27年11月1日（日）～平成28年3月31日（木）

いろは歌の44文字のいずれかの文字、
もしくは「宿毛」から始まる読み札。
語調は5・7・5を基本とし、多少の変形はかま
いません。方言が入ってもかまいません。

①web応募…ＨＰにお進みいただ
　き、応募詳細をご確認の上、ご
　応募ください。
　http://wwwa.pikara.ne.jp/takuikai/  

②投書の場合…応募用紙を市内各所（宿毛市役
所および支所、宿毛坂本図書館、宿毛郵便局、
フジ宿毛店ほか）に設置していますので、必
要事項をご記入の上、応募をお願いします。

③郵送の場合…応募用紙に必要事項をご記入
の上、下記あてに郵送をお願いします。

　〒788－0026　宿毛市自由ケ丘4－5大江方
　　　　　「すくも郷土かるた」作成委員会

最優秀賞01点（図書カード1 0 ，0 0 0 円）
優　秀　賞10点（図書カード1 ，0 0 0 円）
読み札採用者には、完成したかるたを進呈

卓囲会（大江卓研究会）

協　賛：公益財団法人坂本報效会
後　援：梓会・国際ソロプチミスト幡多・

宿毛市・宿毛市観光協会・宿毛市
教育委員会・宿毛青年会議所・ス
ワンテレビ・宿毛ライオンズクラ
ブ・宿毛ロータリークラブ

い ごっそで 奴隷解放 大江卓

ろ てんしょう にぎわう本町 商店街

は るになり 荒瀬の山が 桜燃ゆ

に し空に 沈む夕日の だるまさん

宿毛 にて 偉人生まれし ほまれかな

い ごっそで 奴隷解放 大江卓

ろ てんしょう にぎわう本町 商店街

は るになり 荒瀬の山が 桜燃ゆ

に し空に 沈む夕日の だるまさん

宿毛 にて 偉人生まれし ほまれかな

募集中!!
募集中!!

すくも郷土かるた 読み札 大募集!!すくも郷土かるた 読み札 大募集!!

宿毛の歴史、文化、自然など郷土にまつわる読み札宿毛の歴史、文化、自然など郷土にまつわる読み札
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相談先 女性相談支援センター
（配偶者暴力相談支援センター）

対象者

電話番号

相談時間
など

女　性
ＤＶ被害者である男性

蕁０８８－８３３－０７８３

こうち男女共同参画
センター「ソーレ」

女　性
男　性

女性向け
　　蕁０８８－８７３－９５５５
男性向け
　　蕁０８８－８７３－９１００

警察本部の総合相談係
（蕁＃９１１０または
　蕁０８８－８２３－９１１０）
最寄りの警察署の生活安全担当課

警　　　察 宿毛市人権推進課

暴力被害者 ＤＶ被害者

蕁６２－０２２５

夜間・休日は、当直員対応

緊急の場合は、１１０番へ

月～金曜日
９：００～１７：００

（土・日・祝日、
年末年始は休み）

～　あなたとあなたの周りの大切な人を守りましょう　～

月～金曜日
８：３０～２２：００

（１７：１５～１８：００は除く）
土・日・祝日
９：００～２０：００（１２：００～
１２：５０、１７：３０～１７：４０は除く）
※年末年始は休み

女性向け
９：００～１７：００（休館日を除く）
男性向け
１８：００～２０：００

（第１・３火曜日、第４水曜日）
※休館日：第２水曜日、祝日、年末年始

ＤＶは、犯罪です！
　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は、配偶者や恋人に対する暴力のことで、重大な人権侵害です。身体
的な暴力だけでなく、「長時間の無視・性行為の強要」、「人格を否定する暴言」、「生活費を渡さない・交友の
制限」なども暴力にあたります。あなたが配偶者や恋人から暴力を受けている、または暴力をふるってしまう
ときは、１人で悩まず相談してください。秘密は守られます。

１２
月
4
日

（金）
〜
１０
日

（木）
は

人
権
週
間
で
す

　
１２
月
４
日

（金）
か
ら

１０
日

（木）
ま
で

の
期
間
は
、「
世
界
人
権
宣
言
」
を

記
念
し
て
、
人
権
週
間
と
し
て
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
宿
毛
市
で
も
、
差
別
の
な
い
、

す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
社
会
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
が
、
い

ま
だ
に
誤
っ
た
知
識
や
偏
見
に
基

づ
く
差
別
や
い
じ
め
、
虐
待
、
家

庭
内
暴
力
な
ど
多
く
の
人
権
課
題

が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
人
権
と
は
誰
も
が
幸
せ
に
生
き

る
権
利
で
す
。
人
は
、
み
な
平
等

で
あ
り
、
人
権
は
す
べ
て
の
人
に

保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
が
お
互
い
を
思
い
や
り
、
認
め

合
い
な
が
ら
、
み
ん
な
の
人
権
を

大
切
に
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
宿
毛
市
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
、

講
演
会
や
市
内
の
小
・
中
学
生
の

人
権
作
文
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
普
段
、
何
げ
な
く
過
ご
し
て
い

る
日
々
の
生
活
の
中
で
、
人
権
と

い
う
視
点
か
ら
眺
め
て
み
る
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
気
付
く
と
思

い
ま
す
。
こ
の
人
権
週
間
を
機
に
、

今
一
度
身
近
な
人
権
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〈
開
催
日
〉

　
１２
月
５
日

（土）
（
受
付
９
時
〜
）

〈
場
　
所
〉

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

・
９
時

３０
分
〜

１１
時

２０
分

　
映
画
上
映

　
「
あ
る
精
肉
店
の
は
な
し
」

・
１１
時

２０
分
〜

１２
時

　
講
演
会

　
　
講
　
師

　
　
　
纐
纈
　
あ
や
　
氏

　
　
演
　
題

　
　
「
い
の
ち
を
食
べ
て

　
　
　
　
い
の
ち
は
生
き
る
」

〈
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　
東
京
生
ま
れ
。
自
由
学
園
卒
業
。

平
成

１３
年
ポ
レ
ポ
レ
タ
イ
ム
ス
社

に
入
社
。
本
橋
成
一
監
督
の
『
ア

レ
ク
セ
イ
と
泉
』
『
ナ
ミ
イ
と
唄
え

ば
』
の
映
画
製
作
に
携
わ
る
。
平

成
２２
年
に
上
関
原
子
力
発
電
所
に

反
対
し
続
け
る
島
民
の
暮
ら
し
を

映
し
撮
っ
た
映
画
『
祝
の
島
』
を

初
監
督
。
シ
チ
リ
ア
環
境
映
像
祭

で
最
優
秀
賞
受
賞
。
大
阪
貝
塚
市

の
北
出
精
肉
店
の
家
族
の
暮
ら
し

を
描
い
た
２
作
目
『
あ
る
精
肉
店

の
は
な
し
』（
平
成

２５
年
）
は
釜
山

国
際
映
画
祭
、
山
形
国
際
映
画
祭

招
待
作
品
。
ニ
ッ
ポ
ン
コ
ネ
ク
シ

ョ
ン
（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
）
ニ
ッ
ポ

ン
・
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
ズ
観
客
賞
、
第

５
回
頏
静
雄
食
文
化
賞
。
平
成

２６

年
度
文
化
庁
映
画
賞
文
化
記
録
映

画
部
門
大
賞
。

・
９
時
〜

１３
時

作
品
・
パ
ネ
ル
展
示

　
正
和
・
貝
礎
・
手
代
岡
隣
保
館

の
交
流
事
業
な
ど
（
生
け
花
、
折
り

紙
、
識
字
、
書
道
な
ど
）
や
児
童
館

の
子
ど
も
会
活
動
で
作
っ
た
作
品
、

人
権
啓
発
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
。 講師

纐纈　あや　氏

は
な
ぶ
さ

みんなで創ろう人権のまち
人権シリーズ 242

【問い合わせ先】　人権推進課　蕁６２―０２２５

人が人らしく生きるために…
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5・6・12・13・19・20・27・31

1・7・8・14・15・22・23・28・2911月

12月

11
30

納
期
限

固 定 資 産 税 4期

国民健康保険税 5期

介 護 保 険 料 5期

後期高齢者医療保険料 5期

11
30
（月）

市 役 所 税 務 課 9：0 0 ～ 1 7：0 0
月 日 場 　 所 開 設 時 間

休 日 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

11
※ お 昼 休 み も 納 付 で き ま す 。

22（日）

市 役 所 税 務 課
〃

17：15 ～ 19：00
〃

月 日 場 　 所 開 設 時 間

夜 間 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

11
12（木）
26（木）

時　間 場　　　所 問い合わせ先開催日

3（火・祝）

5（木）

6（金）

7（土）

8（日）

9（月）

10（火）

12（木）
13（金）

14（土）

15（日）

17（火）
19（木）
20（金）

21（土）

22（日）

23（月・祝）
25（水）
26（木）

28（土）

5（土）

行　　　　事　　　　名
第27回 幡多地区小学生陸上競技大会
第4回 幡多地区陸上競技記録会
宿毛市戦没者追悼式
献　血
献　血
幡多地区中学女子バレーボール新人大会
　（～8日）
宿毛市クリーンデー
第38回 西日本大会1部幡多予選
　（軟式野球）1日目
第32回 宿毛川柳大会
第43回 宿毛市芸術祭
ふれあい保育
ふれあい保育
育児相談

行政相談「1日行政相談所」

夜間市税納付窓口開設日
モラロジー1日セミナー（～14日）
第9回 四国西南高校バレーボール大会

寒蘭の里とさ宿毛展示大会（～15日）

すくも健康づくり市民公開講座

第38回 西日本大会1部幡多予選
　（軟式野球）2日目
宿毛市体育協会バドミントン大会
第15回 グラウンドゴルフ幡多大会
第43回 すくも俳句大会
出張年金相談
あいさつ・声かけ運動日
通学路安全の日
第1回 幡多地区ワナゲ交流大会
第11回 高知くろしおサッカー大会ｉｎ宿毛
　（～22日）
休日市税納付窓口開設日
2015 宿毛ミニフットサル冬季大会
橋上子ども和太鼓クラブ15周年記念発表会
第2回 宿毛の歴史講座
　「兼山に学ぶ～事績と評価～」
歴史資料保存相談窓口
子ども工作教室「和とじ帳づくりに挑戦」
全国一斉情報伝達訓練
夜間市税納付窓口開設日
第7回 宿毛市長旗争奪 第10回 スクスイカッ
プ大会（少年野球）（～29日、12月5～6日）

第4回 すくも探健元気ウォークラリー

子どもいけばな教室

土佐愛蘭会西部地区遅花展示会（～29日）

人権フェスティバル

宿毛市総合運動公園

宿毛文教センター
フジ宿毛店
宿毛市役所

宿毛市総合運動公園

市内全域

宿毛市野球場

宿毛文教センター
宿毛市総合社会福祉センター
市内各保育園

宿毛幼稚園

宿毛文教センター

市役所税務課
ＪＡ高知はた宿毛支所
宿毛市総合運動公園

宿毛市和田体育館

宿毛市総合社会福祉センター

宿毛市野球場

宿毛市総合運動公園

宿毛文教センター
市役所（市民課で受付）
市内全域
市内全域

宿毛市総合運動公園

市役所税務課
宿毛市総合運動公園
宿毛文教センター

宿毛文教センター

宿毛文教センター
市内沿岸部
市役所税務課

宿毛市総合運動公園ほか

宿毛市総合運動公園

宿毛文教センター
宿毛市総合運動公園
市民体育館武道場

宿毛文教センター

9：00

10：30
11：30

9：00

9：30

8：00

9：00
13：00

9：30
10：00
11：00

13：00

17：15
19：30

8：30
13：00

8：30

14：00

8：00

9：00
9：30

10：00
10：00

8：30

12：00

9：00
9：00

13：30

14：00

10：00
11：00
17：15

8：30

9：00

10：30
13：00

8：30

9：30
12月

総合運動公園　蕁66－1467

福祉事務所　蕁63－3311
保健介護課　蕁63－1113
保健介護課　蕁63－1113

総合運動公園　蕁66－1467

環　境　課　蕁63－1697

総合運動公園　蕁66－1467

宿毛川柳会事務局山崎　蕁63－0536
生涯学習課　蕁63－3394
各保育園

宿毛幼稚園　蕁63－2914

三 本 義 男　蕁63－1800
山岡まゆみ　蕁63－1468
税　務　課　蕁63－1115
宿毛モラロジー事務所　蕁63－1038
総合運動公園　蕁66－1467

商工観光課　蕁63－1119

大井田病院地域連携相談室
蕁63－2101

総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467

すくも俳句会篠田たけし　蕁63－3001
市　民　課　蕁63－1112
青少年育成センター　蕁63－4197
総　務　課　蕁63－0948

総合運動公園　蕁66－1467

税　務　課　蕁63－1115
総合運動公園　蕁66－1467
土田章雄　蕁63－5738

宿毛歴史館　蕁63－5496

宿毛歴史館　蕁63－5496
危機管理課　蕁63－0951
税　務　課　蕁63－1115

総合運動公園　蕁66－1467

保健介護課　蕁63－1113

中央公民館　蕁63－2618

遅花会事務局　蕁65－8187

人権推進課　蕁62－0225

14日
15日

28日
29日

平成27年　11月宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表
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　乳幼児健診は、お子さんが健康で順調に育っているか確

認し、成長や発達に関わる病気の早期発見を目的で行って

います。

　健診当日は、小児科医師や保健師などの専門的なスタッ

フもおり、子育てに関する相談も可能ですので、ぜひ受診

をお願いします。

・・・乳幼児健診に関してよくある質問・・・

Ｑ．「保育園や幼稚園に通っていますが、必ず受けなくてはいけませんか？」

Ａ．保育園や幼稚園で行う健康診断は、病気の早期発見を行うことが目的です。乳幼児健診は、病気の早期発見

に加え、お子さんの運動面や精神面の発達についても保護者さんと共に確認する場となっています。案内

が届いたら必ず受けていただくようにお願いします。

　成年後見制度とは、認知症、知的障がいもしくは精神障がいなどで、判断能力が不十分な人の日常生活を法

律的に保護する仕組みです。本人の判断能力に応じて後見人が決定されます。

・お金の管理ができなくなったとき
　→　預貯金や年金などの財産を管理します。

Ｑ．認知症の夫が年金を担保として勝手にローンを組
んでしまい困っています。

Ａ．成年後見制度を活用すれば、後見人によって、預
貯金や年金などの財産管理が行われます。ご本人
の判断だけで結んだ金銭的な契約は取り消すこと
ができるので、年金担保の融資やローン契約の締
結などによる被害も防ぐことができます。

　

・悪質商法にだまされたり、だまされそうなとき
　→　その契約を取り消します。

Ｑ．認知症の父が知らぬ間に必要のないリフォームの
契約をして困っています。

Ａ．認知症の人の場合、契約内容がよくわからないま
ま、契約書にサインをしてしまう場合があります。
成年後見制度を利用していれば、ご本人がだまさ
れて結んでしまった契約も取り消すことができま
す。

・老後の財産管理が不安なとき
　→　将来判断能力が不十分になったときからの、財
　　　産などの管理をします。�

Ｑ．子どもがいないため、将来認知症になったときの
財産管理が不安です。

Ａ．まず、専門相談機関に相談してみましょう。成年
後見制度には、判断能力が十分あるうちに信頼で
きる人と契約を交わしておき、判断能力が不十分
になった後は、その人に財産管理などを任せるこ
とができる任意後見制度もあります。

　
　判断能力が不十分な場合、そのことによって不利益
を被ってしまう恐れがあります。そうならないために
支援するための制度が成年後見制度です。地域包括支
援センターでは、制度の利用につながるよう情報提供
などの支援を行っています。

【問い合わせ先】
　宿毛市地域包括支援センター　蕁６５－７６６５

Ｑ．「健診は時間がかかると聞いたけど…。」

Ａ．現在は待ち時間を少しでも少なくするために、受付時間を分けてご案内しています。

　　また、待合場所でお子さんが遊べるスペースも設けています。受け付けを含めて２

時間～２時間３０分を要することがありますが、子どもさんの発達においては節目

の大事な健診ですので、時間を作って親子で成長を確認する機会にしましょう。都

合がつかない場合には、日程変更も可能ですのでご相談ください。

【問い合わせ先】　保健介護課健康指導係　蕁６３－１１１３　薨６３－０４１０

成年後見制度って知っていますか？

宿毛市乳幼児健診の受診率

1歳6カ月　　86．4%　　92．6%

3歳　　　　84．3%　　96．9%

平成24年 平成25年

上がって
きてるよ

お子さんの健やかな成長と発達のために

乳幼児健診を受けましょう



犬や猫の飼い主の皆さんへ犬や猫の飼い主の皆さんへ
　高知県内では平成２６年度に犬２１８頭、猫２，１４０匹が殺処分となっています。
　飼っている犬や猫が増えすぎて管理できなくなる前に、不妊・去勢手術をするとともに、愛情と責任をもっ
て最期まで適正に飼いましよう。
　※高知県メス猫不妊手術推進事業において、メス猫の不妊手術費の一部を県が負担して
　　います。

【問い合わせ先】
　保健介護課保健衛生係　蕁６３－１１１３　薨６３－０４１０
　幡多福祉保健所衛生環境課　蕁０８８０－３４－５１１９　薨０８８０－３５－５９８０

濟

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第4回　すくも探健元気ウォークラリー

【問い合わせ先】
　保健介護課健康指導係　蕁６３－１１１３
　市民課保険係　蕁６３－１１１２

○申し込み、参加費は不要です。
○雨の場合は、屋内で運動を行いますので上履きを

ご持参ください。
○必ず各自で飲料水をご用意ください。（水分は緊

急用にしか用意していません。）
○自己の責任において体調を管理した上で参加して

ください。

開　催　日　１１月２８日（土）

受　　付　９：００～９：２０

集合場所　宿毛市総合運動公園　体育館（アリーナ）

　今よりプラス１０分の運動からスタートし、徐々に体を動かす習慣がついてきたら、さらに回数や距離、時
間を増やしていきましょう。今回のウォークラリーは山奈町芳奈のコースを歩きます。心身のリフレッシュに
ぜひご参加ください。

フッ素でむし歯予防フッ素でむし歯予防
　フッ素について知っていますか？フッ素
は歯への塗布や歯磨き剤などにより、むし
歯の予防ができます。
　宿毛市では、すでに１歳６カ月児健診で
フッ素塗布を実施しており、今年度から３歳
児健診でも実施しています。さらに、今年
度後半から公立保育園の４歳および５歳児
を対象にフッ素洗口を実施し、子どものむ
し歯予防を強化する準備がすすめられてい
ます。
※金属の洗浄などに使う工業用の「フッ化
　水素（ＨＦ）」とは全く別物です。

①奥歯のみぞや歯と歯の間には、歯ブラシの毛先が
届かないため、歯磨きだけではむし歯を予防でき
ません。

②フッ素塗布の予防効果は３０～４０％、フッ素洗
口が最も予防効果が高く５０～８０％といわれて
います。また、大人にも効果があります。

③おやつは食べる時間や量を決めて、ダラダラ食べ
にならないようにしましょう。ジュースなど飲み
物に含まれる砂糖にも注意が必要です。

★むし歯の原因とその対策★

むし歯

②フッ素の利用

③
お
や
つ
の
工
夫

①
歯
磨
き

歯の質

細菌 食生活

○フッ素での予防効果は県内の小学校で実証済み○

１人当たりの永久歯のむし歯本数
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０．７１
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０ ０．１４ ０．１２ ０．２３ ０．１１ ０．２７

４

３．５

３

２．５

２

１．５

１

０．５

０

■平成　９年
■平成２３年

１人３本以上あった
むし歯が１本以下に！

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６
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【申し込み・問い合わせ先】
　保健介護課　蕁６３－１１１３

12 月 の 保 健 事 業

各種検診の結果について

※ご不明な点がありましたら、お問い合わせください。

　次の検診について、精密検査が必要な方には通
知が完了しています。

検　　　診

胸部レントゲンおよび肺がん検診

胃 が ん 検 診

大 腸 が ん 検 診

乳 が ん 検 診

子宮頸がん検診

前立腺がん検診

日　　程

９月１６日（水）

９月０３日（木）

９月３０日（水）回収分

９月０３日（木）

９月１７日（木）

９月０３日（木）

場 　 所 実 施 時 間日

［赤ちゃん広場］

3（木）
17（木）
22（火）

09：30～11：30
09：30～11：30
09：30～11：30

宿 毛 文 教 セ ン タ ー
宿毛市総合社会福祉センター
宿毛東部農村環境改善センター

母子保健

場 　 所 受 付 時 間日

［乳児健康診査］対象児に個人通知します

11（金） 09：15～09：45宿毛市総合社会福祉センター

場 　 所 受 付 時 間日

［3歳児健康診査］対象児に個人通知します

2（水） 12：30～13：30宿 毛 文 教 セ ン タ ー

成人保健

各種検診はどこの場所でも受けることができます。
●平成27年度実施のがん検診などの申し込みをされていない方

は、実施日までに早めに保健介護課までお申し込みください。

健康相談はどこの場所でも受けることができます。
●毎回、血圧測定のほか、ミニ講話、介護予防を目的とした

簡単な体操を実施しますので、健康手帳を持参してください。

［健康相談］
場 　 所 実 施 時 間日

2（水）
4（金）
7（月）
9（水）

10（木）
14（月）

16（水）

18（金）
21（月）

19：30～11：00
18：30～11：00
19：30～11：00
19：30～11：00
10：00～11：30
13：30～15：00
10：00～11：30
13：00～14：30
18：30～11：00
10：00～11：30

片 島 公 民 館
鵜 来 島 離 島 セ ン タ ー
栄喜漁村交流センター
坂 本 多 目 的 集 会 所
二 ノ 宮 集 会 所
宿毛東部農村環境改善センター
沖の島開発総合センター
弘 瀬 老 人 憩 い の 家
鵜 来 島 離 島 セ ン タ ー
宿 毛 文 教 セ ン タ ー

場 　 所 受 付 時 間
人数制限があるため予約
制です。受診票指定の時
間にお越しください。� 

日

［乳がん（乳房Ｘ線）検診］対象者：40歳以上

22（火） 幡 多 健 診 セ ン タ ー

場 　 所 受 付 時 間日

［子宮頸がん検診］対象者：20歳以上

22（火） 幡 多 健 診 セ ン タ ー 13：30～14：30

場 　 所 受 付 時 間日

［胸部レントゲン検診・肺がん検診］対象者：40歳以上

4（金）
幡 多 健 診 セ ン タ ー
小 筑 紫 消 防 屯 所 前

13：30～14：30
15：20～16：00

犬の引取り ●犬の引き取りを希望される方は、事
前に保健介護課までご連絡ください。

場 　 所 受 付 時 間日
4（金） 10：10～10：20宿 毛 市 役 所 裏 駐 車 場

献　血

場 　 所 受 付 時 間日
9（水）

10（木）

15：30～17：00
09：00～10：30
12：30～15：30

大 井 田 病 院
ＪＡ高知はた宿毛支所
フ ジ 宿 毛 店

献血バスがやってきます！
　市民の皆さんには献血にご理解とご協力をいただきありが
とうございます。
　赤十字血液センターでは、輸血を受ける方の安全性をより
向上させるため、400裨献血の推進にご協力をいただいてい
ます。皆さんの善意の申し出に、お応えできないことも生じ
るとは思いますが、状況をご理解いただき、ご協力をお願し
ます。



濬●宿毛市ホームページ　http://www.city.sukumo.kochi.jp/　電子メール kikaku@city.sukumo.kochi.jp
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サニーくんサンコちゃん

　9月26日（土）開催の「第11回中村駅まつり」にて投票を行い、各グランプリおよび準グランプリ作品が
決定しました！なお、『駅にぎり』コンテストグランプリおよび準グランプリ作品の販売日程などについ
ては、詳細決定次第、土佐くろしお鉄道ＨＰ・広報などで随時発表していきます。
　『愛称』募集グランプリ作品については、「公式愛称」として、今後様々な場所で活用していきます。

土佐くろしお鉄道　中村・宿毛線

「土佐くろ発！みんなの『駅にぎり』コンテスト」
「中村・宿毛線の『愛称』募集」グランプリ決定！

「駅にぎり」コンテスト「駅にぎり」コンテスト「駅にぎり」コンテスト 「愛称」募集「愛称」募集「愛称」募集
グランプリ作品（１作品）
　　【鰤（ブリ）の炊き込みにぎり】
準グランプリ作品（２作品）
　　【かつおにぎり】【黒きびにぎり】

グランプリ作品（１作品）
　　【四万十くろしおライン】

【問い合わせ先】
　企画課　蕁６３－１１１８ やなせたかし

土佐くろしお鉄道㈱

【通知カード・個人番号カードについて、宿毛市役所への問い合わせ】

　市民課市民係　蕁６３－１１１２　薨６３－５７５９

※英語・中国語等対応ダイヤル　蕁０５７０－０６４－７３８

公 式 サ イ ト
月 ～ 金 曜 日　８：３０～２０：００　※年末年始を除く
　　　　　　　（平成２８年４月１日以降は８：３０～１７：３０）
土・日・祝日　９：３０～１７：３０（平成２８年３月３１日まで）

蕁0570－783－578
【通知カード・個人番号カードコールセンター】 検索個人番号カード総合サイト

　個人番号制度（マイナンバー）の通知カードが全国的に10月
中旬ごろから発送されています。宿毛市の発送時期は、11月
以降を予定しています（多少前後する可能性があります）。必
ず受け取りをして、大切に保管をお願いします。

送付されるもの
□　宛名台紙

□　通知カード　兼　個人番号カード交付申請書

　　１通の手紙に入っている通知カードは８人分です。
　　９人以上の世帯の場合は、２通以上となります。

□　マイナンバー制度のパンフレット

□　個人番号カード申請書用の返信用封筒

●通知カードは、平成28年1月から各種行
政手続きで必要となります。

●通知するマイナンバーは一生使うものです。
大切に保管をお願いします。

マイナンバー

←
こ
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通知カードの送付について
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